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日本藻類学会第28回大会(札幌2004)

プログラム

学会会長 原慶明

大会会長 本村泰三
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会期 2003年 3月27日(土) ~ 3月 29日(月)

会場北海道大学学術交流会館(札幌)
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1 .会場までの交通(図1)

JR札幌駅北口より徒歩5分。北大正門を入ってすぐ左手に学術交流会館があります。千歳空港からはJR札幌駅まで， JRあ

るいはパスが利用できます。

2.会場(図 2)

編集委員会・評議員会:理学部5号館813号室

大会・総会・公開シンポジウム:北海道大学学術交流会館

懇親会:中央食堂

以下のサイトも参考にしてください。

大学マップ :htto:/ /www.hokudai.ac.jo/bureau/mao/maoindx1.htm 

理学部 :htto://www.hokudai.ac._jo/science/guide/kotsu.htm 

学術交流会館 :htto://www.hokudai.ac._jo/bureau/mao/mao4.htm

3. 日程

3月27日(土) 15:00 -16:30 編集委員会

16:30ー18:00 評議員会

3月28日(日) 10:00 -12:00 口頭発表

13:00 -17:00 口頭発表

17:00 -18:00 総会

18:30 -20:30 懇親会

3月29日(月) 9:30 -11:00 口頭発表

11:00ー12:00 展示発表

13:00 -15:00 口頭発表

15:00ー17:30 公開シンポジウム

3月30日(火)

| ワータ J ヨツプ(北方生物圏フィールド科学センター室蘭臨海実験所)

3月31日(水)

4.受付

学術交流会館1Fホールにて受付を行し、ます。当日参加も受け付けます。

5. クローク

3月28日(日)9:30一18:15， 3月29日(月)9:00ー17:30

大会会場1階のクロークにて荷物をお預かりいたします。

6.公開シンポジウム

3月29日午後3時より，学術交流会館2階講堂で公開シンポジウムを開催いたします。日本藻類学会会員以外の方の来聴も

歓迎いたします。講演要旨は本プログラムに掲載されております。

日E寺:3月29日(月)15:00 -17:30 

テーマ:北海道におけるコンブ研究の現状とその問題点

オーガナイザー:本村泰三，四ツ倉典滋

司会:松山恵三

講演者および演題

( 1 )コンブの多様性 一個性豊かな海中の森の主役たち一

四ツ倉典滋(北大・北方生物園フィールド科学センター)

(2 )コンブの生理生態学 ーコンブの御飯は光一

坂西芳彦((独)水産総合研究センター・北海道区水産研究所)

(3 )コンブ減産の現状とその要因 一流氷・磯焼けとの関連一

名畑進一(北海道立釧路水産試験場)

(4) コンブは食物繊維の宝庫 一コンブから生まれた機能性食品一

西津信(東京農業大学生物産業学部食品科学科)
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7.発表形式
・一つの発表につき発表 12分，質疑応答3分です(1鈴 10分， 2鈴12分， 3鈴15分)。

・発表はOHPまたはデジタルプロジェクターです。デジタルプロジェクタ一利用の際のソフトウェアはMicrosoftPowerPoint 

をご使用ください。

.デジタルプロジェクターをご使用の方へ

本大会で使用する PowerPointのパージョンは

Windowsの方:Office XP (なおOSはWindowsXPです)

Macintoshの方 :Office2001 for Macおよび OfficeX for Mac OSX 

となっております。

フォントは標準的なものをご使用ください。特殊なフォントをご使用になる方は文字を画像に変換して使用してください。

表示解像度は1024x 768を基準としてください。

PowerPointファイルの受付は以下のようにおこないますのでご協力をお願いいたします。発表者は以下の時間までにデータ

を持参して発表受付までお越しください。メディアはCD-Rを基本としますが，いわゆるUSBメモリーも受け付けます(その他

のメディアは使用できません)。

ファイル名の冒頭にはご自身の講演番号(半角)を含むようにしてください。また，ファイルサイズはあまり大きくならな

いようにご配慮ください。

初日午前中に発表の方:28日9時30分までに受付においでください

初日午後に発表の方:28日12時30分までに受付においでください

2日目午前中に発表の方:29日9時00分までに受付においでください

2日目午後に発表の方:29日12時30分までに受付においでください

(2日目講演の方は初日でも随時受け付けます)

データは発表受付にてこちらの用意したパソコンのハードデ、イスクにコピーします。お預かりしたデータは発表終了後に消

去しますが，コピーすることが問題の方はあらかじめ準備委員会にご相談ください。

.OHPをご使用の方へ

OHPシートの取り替えは発表者ご自身でやって頂きます。係はっきませんのでご了承下さい。

(2 )展示発表(図3)

・展示パネルの大きさは，基本的に縦180cm，横90cmを原則とします。

・展示パネルの上部には図3のように発表番号，表題，氏名(所属)を明記して下さい。

・研究目的，実験結果，結論などについてそれぞれ簡潔にまとめた文章をつけて下さい。また写真や図表には簡単な説明文

を添付して下さい。

-文字や図表の大きさは，離れた場所からでも判読できるように調整して下さい。

• 3月28日13時までに所定の場所に掲示してください。 3月29日12時一 17時の間に撤収して下さい。

8.その他

日本藻類学会第28回大会関連の情報は，随時，藻類学会ホームページに掲載する予定ですので，そちらもご参照下さい。

9.連絡先

干051-0003 室蘭市母恋南町1-13 北海道大学北方生物圏フィールド科学センタ一室蘭臨海実験所 本村泰三

TEL: 0143-22-2846， FAX: 0143-22-4135 

email: motomura@bio.sci.hokudai.ac.jp 

干060-0810 札幌市北区北10条西8丁目北海道大学大学院理学研究科生物科学専攻系統進化学講座 堀口健雄

TEL: 011-706-2738， FAX: 011-706-4851 

email: horig@sci.hokudai.ac.jp 
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図3 展示パネル説明図
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公開シンポジウムプログラム

3月29日(月)2階講堂

テーマ:北海道におけるコンブ研究の現状とその問題点

オーガナイザー:本村泰三，四ツ倉典滋(北大・北方生物圏フィールド科学センター)

司会:松山恵二(北海道立函館水産試験場)

15:00 SOI 

15:30 S02 

16:00 S03 

16:30 S04 

17:00 

コンブの多様性 一個性豊かな海中の森の主役たち一

四ツ倉典滋(北大・北方生物園フィールド科学センター)

コンブの生理生態学 ーコンブの御飯は光一

坂西芳彦((独)水産総合研究センタ一・北海道区水産研究所)

コンブ減産の現状とその要因 一流氷・磯焼けとの関連一

名畑進一(北海道立釧路水産試験場)

コンブは食物繊維の宝庫 ーコンブから生まれた機能性食品ー

西津信(東京農業大学生物産業学部食品科学科)

総合討論



日本藻類学会第28回大会講演プログラム

3月28日(日)午前の部

A会場1階小講堂

10:00 A01 褐藻ホンダワラ属の主枝組織構造

0島袋寛盛 ・森郁美 ・野呂忠秀(鹿児島大 ・水産)

10:15 A02 中国産と東シナ海(流れ藻)のアカモクの形態 ・遺伝子配列の比較
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0鯵坂哲朗*・上井進也材.王偉定料*・小松輝久*問.立川賢一材料 .小西芳信仰紳 .吉村拓本件特 ・清水節夫山林

(*京大 ・地球環境，料神大 ・内海域セ，キ紳?折江省海洋水産研，材料東大 ・海洋研，山林西7k研)

10:30 A03 日本沿岸におけるアカモク ・シダモク種群の遺伝的分化について

0土井進也キ・吉田吾郎判 ・小亀一弘*紳 ・川井浩史問*・鯵坂哲朗*科料(*北海道大 ・北方セ，神瀬戸内水研.紳

北海道大 ・理， 材料神戸大 ・内海域， 仲間京都大 ・地球環境)

10:45 A04 分子系統解析に基づく褐藻ネノくリモ(ナガマツモ目)の分類の再検討

0田中厚子*・土井進也**・lVendyNelson山 ・川井浩史問*(キ神大院 ・自然科学，紳北大 ・北生セ，間ニュー

ジーランド大気水研，山*神大 ・内海域セ)

11 :00 A05 青森県小)11原湖で発見された日本新産 fIIittrockiella属藻類の系統 ・分類学的位置について

0羽生回岳Bs*.若菜勇柿(*筑波大 ・生物科学，紳阿寒湖畔エコミュージアムセンター)

11:15 A06 青森県小川原湖ならびにオーストラリア南部における fIIittrockiellasalinaの生育状況と生育環境

一特lこマ リモ様球状集合の生成条件について

0若菜勇*・羽生田岳昭料 ・朴木英治問(*阿霊祭湖畔エコミュージアムセンター，特筑波大 ・生物科学，山富

山市平|文センター)

11: 30 A07 緑藻イワヅタ属の分子系統学的解析

0;属国智*・Faye，]. Etienne材・内村真之附 ・平岡雅規制*・江端弘樹*材料 ・新井章吾山間 ・大業英雄仲間判(キ

北大 ・先端研セ，料北大 ・理，削海洋科学技術センター，

山本海藻研(株)，キ仲間*東京海洋大)

11 :45 A08 キラー (殺し屋)海藻イチイヅタの監視システム構築

0内村真之*・駕田智林 ・Faye，]. Eti巴nn川ne附 .平岡雅規*問*料問*紳*.江端弘樹*栴帥叫*料問本ネ .新井章吾*紳**

(σキ海洋科学技術セン夕一 ， 材 北大 ・ 先端l~f ， ***北大 ・理，料特高知県海深研 .NEDO， *料水*芙蓉海洋開発(株)， 

問料海藻研(株)，間材料東京大学海洋研究所)

B会場1階会議室

10:00 801 クロララクニオン藻CCMP242株の生活環と分類学的位置

0大田修平水 ・植田邦彦*・石田健一郎料(*金沢大 ・院 ・自然科学**金沢大 ・理 ・生物)

10:15 802 新規海産単細胞藻の黄色植物内における系統と分類

0甲斐厚*・吉井幸恵、*・中山剛紳・井上県!神(*筑波大 ・院 ・生命環境， 神筑波大 ・生物科学系)

10:30803 パラオ産プラシノ藻Nephrosellllis属の l未記載種について

0須田彰一郎*・中山岡11料・熱海美香*料 ・土橋幸子*紳 (*琉球大学 ・理**筑波大 ・生物科学系，山海洋バイ

オ)

10: 45 804 新種Nephrosellllisintennedia (プラシノ藻綱)の分類と胎'phrosellllis属の系統進化

0中山岡11*・須田彰一郎仲・熱海美香*仲 ・井上勲*(*筑波大 ・生物，材琉球大 ・理，問海洋ノくイオ研)

11: 00 805 Cephal euros属(緑藻)気生藻の分離と培養

0周藤靖雄*・大谷修司紳(*元島根林技セ，判 島恨大 ・教育)

11:15 806 rbcL遺伝子によるミカヅキモの種分化の分子系統学的解析

O{専法隆 ・ディアンへンドラヤンティ ・市村輝宜 (北大 ・フィー/レド科学センター)

11: 30 807 野生絶滅種ホシツリモ Nitellopsisobtusa GROVES (車軸藻綱)の再発見

0加藤:14*.野崎久義*人田中次郎キ(*東京海洋大 ・藻類**東大 ・理 ・生物)

11・45 808 卵胞子壁断面構造を導入したフラスコモ属(車軸藻綱 ・シヤジクモ目)の分類

0坂山英俊*・宮地和幸料 ・南雲保山 ・原慶明間半 ・野p崎久義*(キ東京大 ・院 ・理 ・生物科学，紳東邦大 ・理 ・

生物，同 日本歯科大 ・生物，間*山形大 ・理 ・生物)
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3月28日(日)午後の部

A会場1階小講堂

13:00 A09 駿河湾における海藻植生について

小西由高・ O林田文郎(東海大海洋・水産)

13: 15 A10 広島湾湾口部の柱島における天然群落および実験裸面での海藻植生の年変化

0寺脇利信*・吉田吾郎*・新村陽子柿・梶田 淳柿*・新井章吾紳**(*瀬戸内水研，**科学技術振興事業団・瀬

戸内水研，*紳(有)水圏リサーチ，材料(株)海藻研)

13:30 A11 食害生物除去後の海藻群落の遷移

0回井野清也*・石川徹*・篠原英一郎榊・三賞徹帥・武政登*柿(*高知水試，**土佐清水漁指，問大方町産業

振興課)

13:45 A12 離れ島状に形成されたアマモ場の経年変化および季節消長

14:00 A13 

14: 15 A14 

14:30 A15 

14:45 A16 

15 : 00-15 : 15 
15: 15 A17 

15:30 A18 

15:45 A19 

0森口朗彦*・高木儀昌*・寺脇利信料(*水工研，**瀬戸内水研)

海草アマモ幼体の光合成 温度特性

0阿部真比古・倉島彰・前川行幸(三重大・生物資源)

宮城県牡鹿半島沿岸におけるアラメ群落とその変動について

村岡大祐(東北水研)

カジメの成熟に光・温度条件が及ぼす影響

0山口喬・岩尾豊紀・磯村晶子・倉島彰・前川行幸(三重大・生物資源)

褐藻クロメ Eckloniakuromeの葉面積の季節変化と生理特性

0松本里子・田中次郎(東水大・藻類)

休憩

ホンダワラ類4種の初期成長における温度反応特性とその比較

0吉田吾郎*・村瀬昇紳・原口展子紳・寺脇利信半(*瀬戸内海水研，肺水産大学校)

山口県沿定のホンダワラ類3種の培養による生育温度

0原口展子*・村瀬昇*・水上譲*・野田幹雄*・吉田吾郎紳・寺脇利信料(*水産大学校，紳瀬戸内水研)

徳島県折野の砂地に設置した人工基質上での天然アカモク藻場の成立とその要因

0棚田教生*・和泉安洋紳・圏昭紀*・新井章吾*紳・寺脇利信材料(*徳島県水研，**徳島県水産課，附(株)海
藻研，材料瀬戸内水研)

16:00 A20 ベトナムにおけるホンダワラ類ーその生育状況と人々との関わり

0筒井功率・ HuynhQuang Nang'特(*京大・アジア・アフリカ，神ベトナム材料科学研究所・ニャチャン)
16: 15 A21 魚類養殖による汚染は磯焼けを招く

0桑野和可*・吉越一馬帥(ホ長崎大・院・生産，**長崎大・水産)

16:30 A22 近畿地方での「アオコ」および「水の華」のアンケート方式による認知度調査

0山本芳正・鯵坂哲朗(京大・農・応用生物)
16:45 A23 古事記初出の海藻は何か?

0演田仁(富山医薬大・医)

B会場1階会議室

13:00 B09 原始紅藻の核ゲノム情報を加えて推測した紅色系統の二次共生色素体の起源

0野崎久義ホ・松崎素道紳・三角修己紳*・黒岩晴子制・東山哲也キ・黒岩常祥*叫(*東京大・理**東京大・
医***立教大・理・生研機構，材料立教大・理)

13: 15 B10 日本における陸棲ラン藻Nostocco.脚 une(イシクラゲ)の遺伝的多様性

0堀口法臣*・石田健一郎幹・坂本敏夫*・和田敬四郎*(*金沢大院・自然・生命，料金沢大・理・生物)

13:30 B11 葉緑体と条線様構造を併せもつ光合成性無殻渦鞭毛藻と従属栄養性無殻渦鞭毛藻の系統関係

0岩滝光儀*・川見寿枝*・金根用料・松岡数充ホ(*長崎大・水産**釜慶大学校)
13:45 B12 海産底棲性渦鞭毛藻類の分類と系統 その後の研究

*・比嘉敦紳・工藤創*榊・堀口健雄材料・原慶明*(*山形大・理・生物，**筑波大・院・生命環境，

仰山形大・院・理工，柿**北大・院理・生物科学)

14:00 B13 東シナ海から分離された円石藻Reticulofenestrasessilisの形態，系統，生活史

0河地正伸*・越川海*・岡村和麿帥・渡過信*(*国立環境研究所，**西海区水産研究所)



14: 15 B14 殻の基本構造が異なる羽状珪藻Cylindrotheca3種のsil1-like ONA塩基配列

高橋ゅう子・ O真山茂樹(東学大・生物)

14:30 B15 海産付着性珪藻 Isthmianervosa Ki四 ingの栄養細胞と増大胞子の形態
0小林敦ホ・南雲保特・田中次郎*(ホ東京海洋大・藻類，帥日本歯科大・生物)
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14:45 B16 珪藻による水質判定シミュレーションソフトSimRiverを用いた中等・高等教育プログラムー河川の水質指標

生物を生物教育の中でどのように活用するか一

0真山茂樹キ・加藤和弘紳・大森宏附・清野聡子*問(本東学大・生物，梓東大・緑地植実，叫東大・農学生命，

榊紳東大・総合文化)

15 : 00-15 : 15 休憩
15:15 B17 アユの採食による付着藻類群落の種類組成変化とアユのエサ選択性

0阿部信一郎*・片野修*・木曾克裕柿・山本聡*柿・南雲保*附.田中次郎榊**(*中央水研，**西海水研，制長

野水試，紳紳日本歯科大，附柿東京海洋大)

15:30 B18 有明海底泥中における珪藻類休眠期細胞の分布密度およびその経年変化

0渡辺朋英*・石田貴子*・今井一郎*・板倉茂榊・山口峰生**(*京大院農，榊瀬戸内水研)

15:45 B19 有明海における熱帯性珪藻Skeletonematropicum休眠期細胞について

0今井一郎*・石田貴子*・渡辺朋英牢・板倉茂幹・山口峰生紳(*京大・院・農，神瀬戸内水研)
16:00 B20 東京湾三番瀬における珪藻群落の解析:1m離れると珪藻群落は変化するのか?

0渡辺剛*・真山茂樹林(*東学大・院，紳東学大・生物)

16: 15 B21 海産珪藻Cocconeisshikinensis Hid. Suzukiの増大胞子微細構造

0鈴木秀和*・南雲保紳・田中次郎紳*(*青山学院高，料日本歯科大・生物，間東京海洋大・藻類)

16:30 B22 光受容体の探求と珪藻Pleurosiralaevisの純培養

石川依久子(東京学芸大・非常勤)

3月29日(月)午前の部

A会場1階小講堂

9:30 A24 海洋深層水で培養したマクサの生長

0松村航ホ・渡辺健本・浦遁清治権・南{燦暢聡*・池田知司榊・藤田大介紳*(キ富山水試， **KANSO，間東京海洋

大)

9:45 A25 海洋深層水を用いたワカメとアワビの多段養殖

0岡直宏*・田村光政紳・平岡雅規紳*・西島敏隆材料・吉本典生*・中固有樹*榊(*愛媛大院・連合農，特高
知海深研，開高知海深研・NEOO，材料高知大・農)

10:00 A26 室戸岬ではじまる海洋深層水を利用したアオノリ陸上タンク養殖について

刈谷宣政*・平岡重道*・0平岡雅規柿・岡直宏間・属国智問*・江端弘樹…・浜田英之*…(*海の研究舎，
神高知県海深研・阻00，間愛媛大・連合農，紳紳北大・先端研，*紳紳芙蓉海洋開発，抑制高知県海深研)

10: 15 A27 地下海水を利用した海藻陸上養殖事業の可能性

0江端弘樹*・馬田智榊・四ツ倉典滋榊・平岡雅規*榊・岡直宏*材料・佐藤義夫材料**(*芙蓉海洋開発(株)，帥

北大・先端研，州北大・北方セ，*制高知県・海深研・NEOO，*柿**愛媛大・連合農，間榊東海大・海洋)

10:30 A28 ハパノリの生長と成熟に及ぼす水温の影響

0倉島彰*・栗藤和1台柿・前川行幸*(*三重大・生物資源，料尾鷲市水産課)

10:45 A29 The effects of irradiance on photosynthesis and growth rates of Laurencia brongniartii ]. 

Agardh (Rhodophyta: Ceramiales) in preparation for cultivation. 

()Gregory N. Nishihara・RyutaTerada・TadahideNoro (Faculty of Fisheries， Kagoshima University) 

B会場1階会議室

9:30 B23 長崎県平戸産有害渦鞭毛藻Cochlodiniumpolykrikoidesの増殖に及ぼす水混および塩分の影響

0山砥稔文*&榊・坂口昌生市・岩滝光{義*紳・松岡数充*柿(*長崎水試，判長崎大・院・生産，間長崎大・水産)

9:45 B24 南極陸域より分離した単細胞藻類の凍結による損傷と回復

0長島秀行*・大谷修司柿・井上源喜帥(*東京理科大・理，**島根大・教育，制大妻女子大・社会情報)
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10:00 B25 シアノバクテリアMicrocystisaeruginosaにおけるrecombination

0田辺雄彦・渡辺信(国環研)

10: 15 B26 Porphyra寄生性卵菌 01pidiopsissp.にコードされるgroupI intronの転移過程の解明

0関本訓士*・横尾一成**.川村嘉応柿・本多大輔*(本甲南大・理工・生物，特佐有水振セ)
10:30 B27 単細胞性紅藻のSSUrRNA遺伝子にもGroupIイントロンが?!

0横山亜紀子*・梶川牧子**・関口弘志柿*・原慶明*(*山形大・理・生物，**鶴岡北高校，附海洋ノ〈イオ)

10: 45 B28 DGGE法による地衣共生藻および気生藻の多様性解析

0大村嘉人権・河地正伸紳・竹下俊治*林・笠井文絵本キ・渡遁信料(*国環研・学振，神国環研，榊広島大・院・

教育)

11:00-12:00展示発表 1階ホール
P01 生物資源としての藻類の収集・保存・提供

0笠井文絵キづ11井浩史特・井上勲帥・鳥田智柿帥・渡辺真之叫紳・河地正伸*・渡辺信*(*国立環境研究所，柿神戸
大学，制筑波大学，材料北海道大学，材料*国立科学博物館)

P02 複数の葉緑体コード蛋白質配列を用いたクロララクニオン藻の葉緑体の起源に関する系統解析

0近藤公彦*・植田邦彦*・石田健一郎柿(*金沢大・院・自然科学，料金沢大・理・生物)

P03 太陽虫Raphidiophryscontractilisの分子系統解析

0坂口美亜子・中山岡IJ・橋本哲男・井上勲(筑波大・生物科学系)

P04 水素生産に向けたゐirulinaの培養と酵素遺伝子解析

0御園生拓・梶里早・津田浩二(山梨大・工・循環システム)
P05 松江市近郊放棄水聞における緑藻ミカヅキモ類の有性生殖と物理的環境要因

山本修・ O大谷修司(島根大・教育)

P06 海産珪藻 Trigoniumformosumの増大胞子構造

0出井雅彦*・南雲保**(*文教大学女子短期大学部，紳日本歯科大・生物)

P07 ミルCodiumfragi1eの受精一雌雄異型配偶子の構造と行動

0宮村新一本・ lぃ二保**(*筑波大・生物，料日本歯科大・生物)

P08 タイ沿岸域におけるハプト藻Platychrysis属の多様性

0河地正伸*・M-H.Noel*.W. Yongmanitchai**・彼谷邦光山・笠井文絵*・渡遁信*(*国立環境研究所， **Kasetsart 

大学，間東北大学)

P09 ヌマカイメン(争ongi11a lacustris)より単離した共生藻の分類学的検討

0半田信司*・益田芳樹林・坪田博美加・中野武登紳梓・中原美保*柿(キ(財)広島県環境保健協会，**川崎医大・生

物，帥広島大・院・理・生物科学，間*広島工大・環境・環境情報)

P10 Biodiversity of microalgae in Southern Thailand mangroves 

o M-H. Noel *・M.Kawachi*. W. Yongmani tchai**・F.Kasai*・M.M. Watanabe* (*National Insti tute for 
Environmental Studies， ]apan， *Kasetsart University， Thailand) 

Pll 日本沿岸における無殻渦鞭毛藻Gymnodiniummicrorθticulatumの出現

0川見寿枝*・岩滝光儀*・高山晴義料・吉田天土問・広石伸互榊・松岡数充*(*長崎大・水産，料広島水試，附福

井県立大・生物資源)

P12 中海における渦鞭毛藻Prorocentrumminimum赤潮の消失と細胞内デンプン粒の増加

O江原亮*.大谷修司**.石飛裕***.園井秀伸

保健環境科学研究所，帥紳島根大・汽水研セ)

P13 カラギーナンの特性変化と金属類の結合能

0奥田弘枝*・中川禎人材(帯広島女学院大，**九州栄福大)

P14 紅藻イバラノリ属Hypneaの分類と系統

0山岸幸正*・増田道夫榊(*福山大・生命工，料北大・理・生物科学)

P15 インドネシア産紅藻イソノハナ属(ムカデノリ科)の一種について

0川口栄男*・鳥田智紳(*九大・院・農，特北大・先端科学センター)

P16 日本産紅藻オゴノリ科5種の生長に対する光・水温等の影響

井上真吾本・成瀬豪*・oGregory N. Nishihar♂・鳥田智紳・寺岡竜太*(*鹿大・水産，**北大・先端研セ)
P17 佐渡ヶ島産コナハダ属の果胞子体形成過程
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0吉崎誠・鈴木雅大(東邦大学大学院理学研究科)

P18 海産紅藻スサピノリ 3株の単胞子を用いた諸形質の多型性に関する研究

0高橋潤*・飯塚治林・植木知佳材・嵯峨直恒特(*北大・水産・生物，**北大院・水産・生命)

P19 Genetic analysis of pigm巴ntationmutants in Porphyra haitanensis Chang et Zheng (Bangiales， Rhodophyta) 

()YAN Xing-hong*， LI Lin*， LIANG Zhi-qiang* and ARUGA Yusho林 (*KeyLaboratory of Germplasm Resources 

Ecology in Aquacul.， Ministry of Agricul.， Shanghai Fish. Univ.， China; **Tokyo Univ. of Agricul.， ]apan) 

P20 佐渡島の海藻相についてのいくつかの新知見

0鈴木雅大・吉崎誠(東邦大学大学院理学研究科)

P21 広島湾の内湾域に設置した基質上の海藻類の出現特性一種間競合の推定一

0吉田吾郎*・新井章吾*人寺脇利信*(*瀬戸内海水研，特株・海藻研)

P22 容積2トン屋外水槽でのアマモおよびアカモクの生長と成熟

0寺脇利信*・吉田吾郎*・三浦正治榊・岸田智穂榊・玉置仁叫(*瀬戸内水研，神(財)海生研・実証試，間石巻専
修大)

P23 暖海産および寒海産コンブ科藻類のゲノムサイズについて

0松山和世キ・芹j宰如比古林・川越力*料・藤下まり子*料水・河野重行帥紳(*海洋科学技術セ**学振(千葉大・海洋
セ)， *柿北大院・水産*聞東大・新領域)

P24 土佐湾の磯焼け海域におけるスポアバッグ法によるカジメ藻体の出現と拡散

0芹津如比古キ・井本善次**・大野正夫**・回井野清也紳*・石川徹叫(*学振研究員(千葉大・海洋セ)， **高知大・
海生セ，開高知水試)

P25 高知県鏡川汽水域に生育するコアマモの成熟

0回井野清也*・大河俊之牢・檀野修一紳・木下泉**(*高知水試**高知大・海洋セ)

P26 全国重要藻場調査(環境省自然環境保全基礎調査)の経過報告一1.調査開始の経緯と調査の現況

0松井香里*・青木優和紳・北沢克巳附(*国際湿地保全連合日本委員会，梓筑波大学下回臨海実験センター，間環

境省自然環境局生物多様性センター)

P27 キタムラサキウニの摂餌を利用したマコンブ藻場造成

0桐原慎二キ・藤川義一帥・能登谷正浩制(本青森県増養殖研**青森県水産振興課，間東京海洋大)

P28 磯焼け海域からのキタムラサキウニ除去によるマコンブ藻場の回復

0桐原慎二*・藤川義一紳・能登谷正浩*柿(キ青森県増養殖研**青森県水産振興課，間東京海洋大)

P29 褐藻ツノレモの種苗生産技術の開発

0佐藤康子*・桐原慎二*・能登谷正浩料(*青森県培養殖研**東京海洋大)

P30 青森県深浦沿岸の紅藻エゴノリの生育

0佐藤康子キ・山内弘子事・桐原慎二*・能登谷正浩紳(牢青森県増養殖研，梓東京海洋大)

3月29日(月)午後の部

A会場1階小講堂

13:00 A30 紅藻ウッフ。ルイノリの室内培養における生活史

0手塚康介*・藤田雄二*・永田信也紳・三輪信一郎関(本長崎大・生産科学研究科**長崎大・水産学部***

小浅商事株式会社)

13: 15 A31 菊池川水系におけるチスジノリの分布と雌雄の分化時期

0比嘉敦キ・河地正伸梓・笠井文絵**(キ筑波大・院・生命環境， 榊国立環境研究所)

13:30 A32 宜野湾産紅藻タネガシマアマノリ葉状体基部から摘出した葉片の生長

0藤吉栄次*・菊地則雄紳(*西海水研，**千葉海の博物館)

13:45 A33 ミル属の一種の栄養生列車

0但野智哉・田中次郎(東京海洋大・藻類)

14:00 A34 香川県の溜池から見つかった新しい緑藻シオグサ目タニシゴ、ロモ科植物

0宮地和幸(東邦大学・理・生物)

B会場1階会議室

13:00 B29 大型緑藻の新規葉状体形成物質Thallusinの構造

0松尾嘉英*・今川洋料・西沢麦夫林・志津里芳ーキ(*海洋ノくイオ研，判徳島文理大・薬)
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13: 15 830 フコキサンチン誘導体を有する渦鞭毛藻類Karenia，Karlodinium属のGAPDH遺伝子の分子進化

0瀧下清貴*・石田健一郎料・丸山正*(*海洋科学技術センター，**金沢大理学部)

13: 30 B31 スサピノリ葉状体のプロトプラスト化によるレトロトランスポゾン遺伝子の発現誘導

0張文波*・武智克彰*・高野博嘉*・滝尾進紳(*熊本大・院・自然科学，**熊本大・沿岸域センター)

13:45 832 クロララクニオン藻への遺伝子導入系の開発

0平川泰久・石田健一郎(金沢大・理・生物)

14:00 833 免疫電顕法によるユーグレナのLHCP11タンパク質の輸送経路

0長自公哲審*.板倉栄作*・江原友子柿(*日体大・生命科学，柿東京医大・微生物)

14: 15 834 胞子体一配偶体プロトプラストの融合により示されたハネモにおける核の再編成

0山岸 隆博*・菱沼佑輔・片岡博尚*(東北大・院・生命科学，神山形大・理・生物)
14:30 835 多核緑藻ハネモの配偶子流出運動

0峯一朗，吉松公彦，小馬場宏晃，奥田一雄(高知大・理・自然環境)

14:45 836 黄色植物におけるセルロース合成酵素複合体の進化

0関田諭子*・吉永臣吾事・末友靖隆榊・中村愛麻*・奥田一雄*(*高知大・理・自然環境，判神戸大・自然科

学研究科)
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公開シンポジウム要旨

SOl 四ツ倉典滋・コンブの多様性 一個性豊かな海中の森の
主役たち一

日本沿岸には 3 8 種のコンブ類(コン ブ 目植物

Laminariales)が生育している。特に北海道沿岸ではそのう

ちの30種が見られ，なかでも我々が“コンブ"として慣れ親
しんでいるコンブ科 (Laminariaceae)コンブ属 (Lalllinaria)

植物の種多様性は著しく(13種)，随所で大きな“海中の森"

を形成している。

コンブ属植物は，主に胞子体の形態的特徴や子嚢班形成様

式の違し、から細かく分けられ，互いの系統類縁関係も少なか

らず論じられてきた。しかし一方では，多くの形態形質は生

長の段階で変異することや，生育場所の環境条件によって

変異を生じることも知られており ，客観的で安定した比較形

質が求められてきた。

演者らはコンブ類に関して，形態 ・生態観察に加え，遺伝

情報を数値化して比較する分子系統解析からその多様性の把

握に努めている。本講演では，これまでに得られた知見の中

から主に北海道沿岸の“コンブ"について，(1)遺伝的多様

性に乏しいこと， (2)葉面に現れる凹凸紋様を反映したグ

ノレープ分けができること， (3)種間で遺伝子交流の可能性が

あること， (4)分類学的再検討が必要なこと，を述べたい。

温暖化による地球規模の環境変化が生物の分布に影響を及

ぼすことが指摘されており ，今日見られる北海道沿岸のコン

ブの多様性が今後失われる ことは十分考えられる。我々は多

様性の保全に取り組むとともに，現存する遺伝資源の保存も

進めてし、かなければならない。今回，多様性研究が如何に育

種発展に貢献できるかについても考えてみたい。

(北大 ・北方生物園フィールド科学センター)

S03 名畑進一.コンブ減産の現状とその要因 一流氷・磯焼
けとの関連一

北海道のコンブは， 11万トン(乾燥重量で2.2万トン， 2000 

年)が生産される重要漁種である。この生産量は全道第5位，

生産金額は第3位で，全国の生産量、ンェアでは86%を占めて

いる。コンブ生産量はこれまで数年単位で増減しながら比較

的安定的に推移しているとされていたが，これは養殖コンブ

の生産量増加に支えられているためで，天然コンブの生産量

は減少傾向にある。ここではその事例として，ナガコンブ地

帯とリシリコンブ地帯における減産状況とその要因を紹介す

る。

ナガコンブ地帯では，これまでコンブ増産を目指して長期

にわたり自然石やコンクリ ー卜ブロックの投入が行われてき

たが，生産量は1990年頃から低位で推移している。この要因

のーっとして，雑海藻駆除効果を持つとされる流氷が太平洋

沿岸に接岸しなくなったため，雑海藻が繁茂しコンブの生育

を阻害していると考えられる。

リシリコンブ地帯では，ホソメコンブ地帯に次いで生産量

の減少が著しい。この要因のーっとして磯焼け域の拡大が考

えられる。また，磯焼けは対馬!援流の流量噌加による冬季沿

岸水温の上昇と，キタムラサキウニの海藻に対する摂餌圧の

増大により拡大していると考えられる。

コンブの減産は複合的要因による場合が多いと考えられるの

で，今後は藻場環境にとどまらず，陸域を考慮、した沿岸域生

態系金体を調査対象とした研究が必要である。

(北海道立釧路水産試験場)

S02 坂西芳彦:コンブの生理生態学 ーコンブの御飯は光一

光は沿岸浅海域に生育する海藻の分布を制限する重要な環

境要因の一つである。大西洋沿岸については，水中光の測定

結果をもとに大型藻類の生育限界まで到達する積算光量子量

を求め，コンブ目を含む大型藻類の生育下限推定の可能性が

示された例がある。本邦産の暖海性コンブ目では，水中の光

環境と光合成一光特性をモデル解析する こと により，天然で

観察される垂直分布に理論的根拠が与えられ，光環境から群

落成立の下限水深が推定されている。また，様々な光条件下

での光合成一温度特性の解析結果から，コンブ目藻類の温度

に関する生理特性を理解する上でも，現場の光環境を考慮す

る必要があることが明らかになってきた。

このように産業対象種を多数含むコンブ目藻類の生態現象

を理解する上での重要性が認識されているにもかかわらず，

長期にわたり高い頻度で測定された水中光量子量に関する

データは極めて少なかった。

今回は，多くのコンブ目藻類が生育する北海道東部太平洋

沿岸で測定した水中光量子量，SCUBA潜水による植生観察の

結果，コンブ目藻類の光合成特性をもとに，地理的に異なる

海域も含めたコンブ目藻類の生育限界と水中光量子量との関

係について考察する。また，最近の話題に関連させて，これ

らの研究の応用の可能性についても紹介する。

( (独)水産総合研究センター ・北海道区水産研究所)

S04 西津信コンブは食物繊維の宝庫 ーコンブから生まれ
た機能性食品一

コンブは日本の伝統的な食品で，北海道の特産品である。

中国奥地では甲状腺異常の治療薬として珍重され，沖縄経由

で輸出された歴史がある。コンブは一般にダシをとる食材だ

が，その流通を担った沖縄などでは，コンブを食べる食文化

が定着している。

コンブは昔から「体によしリ食品とされているが，これは

ミネラノレ，ビタミン，食物繊維を豊富に含むためである。ア

ノレギン酸やフコイダンはコンブーなど褐藻類に特有な食物繊維

(多糖類)で， その機能性が注目されている。

アノレギン酸はコンブに 15~25免も含まれており，整腸作用
があり，生活習慣病の予防効果がある ことが知られている。

我々は，ア/レギン酸の食物繊維としての機能を保持したまま，

粘度を下げて摂取しやすくした「低分子化アノレギン酸ナトリ

ウムJを開発し，特定保健用食品素材として利用されている。
また，フコイダンには抗JI重湯作用が知られていたが，最近オ

キナワモズクやガゴメコンブなど複数のフコイダンが研究さ

れ，肝臓の機能強化，抗脂血症などの作用が認められている。

一方，コンブを原料とする食品では「根昆布」が有名だが，こ

れはコンブの根ではなく，葉状体の最下部で、ある。しかし，最

近我々はコンブの本当の根(仮根)を利用した食品素材が開

発した。被昆布の成分は葉状部とほぼ同じだが，仮根には2

種類のフコイダンが含まれている点などで大きく異なること

が明らかになった。

(東京農業大学生物産業学部食品科学科)



48 

AOl 0島袋寛盛・森郁美・野呂忠秀:褐藻ホンダワラ属の主
枝組織構造

褐藻ホンダワラ属の分類は外部形態に準拠しており，組織

の内部構造に関する知見はほとんどない。そこでこの主枝断

面の細胞組織構造を形態学的に比較することによって，分類

形質として利用可能か否かを調べた。

日本各地で採集したホンダワラ属の主枝を10%ホルマリン

海水で固定し，定法に従って低温重合樹脂に包埋し， 4凶1の

厚さに薄切したプレパラート切片を，光学顕微鏡で観察した。

ホンダワラ属の主枝は原形質に富む1層の表皮細胞で覆わ
れ，その内部は皮層と髄層に分かれていた。 Bactrophycus亜
属(アカモク，イソモク，ウミトラノオ，ヨレモクモドキ)は

この皮層から髄層にかけての細胞の大きさが一定であったが，

Schi zophycus!JJf.属(ヤツマタモク，シロコモク)， Sargassum 
亜属(エンドウモク，フタエモク，コブクロモク)は皮層か

ら髄層にかけて細胞の大きさが小さくなっていった。また

Schizophycus亜属の皮層は細胞援の厚さが違う 2層構造に
なっているのに対し， Sargassum亜属は1層であった。以上の

結果から，ホンダワラ属の主枝断面の組織構造が亜属を分類

する上での形質となりうることが示唆された。

(鹿児島大・水産)

A03 0上井進也*・吉田吾郎"・小亀一弘榊・川井浩史事問.
鯵坂哲朗制紳:日本沿岸におけるアカモク・シダモク種群の

遺伝的分化について

アカモクとシダモク(褐藻ヒパマタ目)は形態的によく似て

いるが，気胞の形と雌雄性の違いによって区別されている。

しかしこれらの形質の組み合せが完全に一致しているわけで

はなく，両種の独立性には疑問もあった。今回演者らは日本

各地のアカモク，シダモクのミトコンドリアcox3遺伝子と核

rRNA遺伝子のITS2領域を決定，比較した。 cox3ではアカモ
クとシダモクを分けることはできず，むしろ大きく分けて東

北太平洋岸，関東一紀伊半島，瀬戸内・日本海沿岸の3つの
地域の聞に大きな遺伝的分化がみられ，シダモクは瀬戸内・

日本海グループのアカモクの中に含まれた。また瀬戸内海の

アカモクにはわずかながら異なる2パターンのcox3の配列が

みられ，またシダモク(長崎，大阪湾)が近隣のアカモク個

体群とは異なるcox3をもっていたため，九州西岸および瀬戸
内海においては複雑なcox3ハプロタイプの分布パターンがみ

られた。 ITS2においても， cox3よりも変異の数は少ないもの
の，同様の結果が得られた。

今回用いたサンプルでは気胞の縦横比においてはアカモクと

シダモクに違いがみられたものの，雌雄性や生殖器托のサイ

ズでは両種を区別できなかった。以上の結果からアカモクと

シダモクが同種である可能性が高いと考えられるが，今後特

にシダモクのサンプル数を増やしていく必要がある。

(・北海道大・北方セ，神瀬戸内水研，間北海道大・理，*榊神

戸大・内海域セ，榊柿京都大・地球環境)

A02 0鯵坂哲朗事・上井進也柿・王偉定*紳・小松輝久間車・立
川賢一帥柿.小西芳信*判事事・吉村拓榊柿.清水節夫紳桝:中国

産と東シナ海(流れ藻)のアカモクの形態・遺伝子配列の比

較

2000年4月-5月に西海区水産研究所の調査中に東シナ海中

北部の大陸棚縁辺に漂流する大量の流れ藻を採集したところ，

ほとんどすべてがアカモクであった。これらは中国の漸江省

から流れてくるのではなし、かと想定され(小西2001)，形態

比較と遺伝子解析のために流れ藻の標本とともに長崎県に生

育するアカモクを採集した。また，科学研究費を得て，中国

でアカモクなどホンダワラ類の研究をすすめていた漸江省海

洋水産研究所と 2003年から共同調査を開始し，2003年 11月

16日に中国漸江省沖・拘杷島の潮下帯にアカモクが生育して

いることを確認した。今回は採集した中国産アカモクの形態

学的分析結果，東シナ海で採集した流れ藻や日本各地産アカ

モクとの形態比較や遺伝子分析結果について報告する。

中国産アカモク藻体の付着器は小仮盤状で，茎は長さ 10-

51cm，基部の直径は2-6mmで，断面は三角形や四角形に近く，
基部付近に刺をもっ。側枝は螺旋状に形成され，藻体下部の

側枝や葉の基部にも鋭い刺がみられる。葉は長披針形から線

状で，縁辺の業裂は深裂で中肋付近まで切れ込む。中肋は明

瞭で，先端付近で消失する。気胞は長楕円形(長円柱形)か

ら紡錘状まであり，葉と似た冠葉をもっ。気胞の柄は短い円

柱状(線状)である。生殖器は形成されていなし、。

(事京大・地球環境，神神大・内海域セ，間漸江省海洋水産研，榊*

東大・海洋研，叫柿西水研)

A04 0田中厚子*・上井進也事*. Wendy NELSON抑・川井浩史
本:分子系統解析に基弓く褐藻ネパリモ(ナガマツモ目)の

分類の再検討

ネパリモ属には世界各地から16種が記載されている。この

うちタイプ種のネパリモLeathesiadifformisが世界各地に

分布する一方，その他の種の多くは比較的狭い分布を示すほ

か，形態学的にはネパリモとの境界が明らかでない場合も多

い。これはネノ〈リモ類が大きな形態的可塑性を示すことに起

因している。そこで分子系統学的手法を用いて世界各地のネ

パリモの遺伝的多様性を調べた。核リボソームRNA遺伝子の

ITS1，5.8S，ITS2領域とミトコンドリアのチトクロームCオキ
シダーゼ‘のcox3遺伝子の塩基配列を決定し，分子系統学的解

析を行った。その結果，いずれの遺伝子による解析でもその

樹形は基本的によく似ていた。まず始めに特徴的な配列を持

つ福岡県のサンプルが分岐し，それ以外は一つの大きなク

レードにまとまった。この大きいクレードの中には5つのク

レードがあり， 1つは世界各地のサンプルを含むクレード，も
うlつは日本とチリのクレード，残りの3つはアメリカ，

ニュージーランド，日本のサンプルが地域ごとにまとまった

クレード、であった。またニュージーランドとチリのサンプル

には共通する口SI領域に全長380塩基の欠失を持っていた。
以上の結果から，ネパリモの種内にはいくつかの独立した分

類群が存在する可能性が示唆された。

(事神大院・自然科学，柿北大・北生セ，間ニュージーランド

大気水研，事制神大・内海域セ)



A05 0羽生田岳昭$・若菜勇柿:青森県小川原湖で発見され
た日本新産町ttrockiella属藻類の系統・分類学的位置に
ついて

ウイットロキエラ属(Wittrockiella)はアオサ藻綱シオグ
サ目に分類される糸状性緑藻の 1属である。しばしばストロ

ン様の糸状体を伴う円柱状や不規則な形の細胞や，主に汽水

域に生育するその生育環境などが特徴とされ，世界各地の温

帯域から3種(灰 lyallii，IY. paradoxa， IY. salina)が報
告されている。また，近年の分子系統学的解析からマリモな

どと近縁であることが明らかになっている。こうした中，

2001年に国土交通省東北地方整備局高瀬川河川事務所が小川
原湖で実施した環境調査において，日本新産となるウイット

ロキエラ属の藻体が発見された。本研究では，同調査の一環

として，主に細胞の大きさに基づいて分類される既存の同属

3種と小川原湖産のウイットロキエラ属藻類を形態及び分子
のデータに基づいて比較することにより，日本新産のウイッ

トロキエラ属藻類の系統・分類学的位置を明らかにすること

を目的とした。その結果，小川原湖産ウイットロキエラ属藻

類はオーストラリア産のIY.salinaと形態的に酷似していた
ほか，遺伝的にも非常にわずかな違いしか認められなかった。
こうした結果から，我々は小川原湖で発見された日本新産の

ウイットロキエラ属藻類を依 salinaであると同定した。ま
た，IY. salinaは同属のクレード内で最も基部に位置してお
り，他の2種に比べ祖先的であることが示唆された。
(牟筑波大・生物科学，帥阿寒湖畔エコミュージアムセンター)

A07 0属田智*・Faye，J. Etienne柿・内村真之輔*・平岡雅規
制*.江端弘樹*紳榊.新井章吾開制・大葉英雄事榊榊:緑藻イ

ワヅタ属の分子系統学的解析

緑藻イワヅタ属白ulerpalこは，国の天然記念物クロキヅタ
C. scalpelliformis，キラー海藻として恐れられているイチ
イヅタC. taxifolia，沖縄のウミブドウとして有名なクピレ
ヅタ C.lentillifera等が含まれる。世界中の熱帯-.!II!:熱帯
に生育している多核嚢状体単細胞生物で，これまでに324分

類群が記載され，現在では81種目変種61品種が認められて

いる。日本では18種目変種11品種が報告されている。この

仲間は形態変異が激しく，生育環境を変えた塔養実験で別の

種類の枝が同じ旬旬枝から発出するといった報告があり，深

刻な分類学的混乱が生じている。

本研究では日本各地からイワヅタ類を採集し，葉緑体に

コードされているrbcL遺伝子と tu血遺伝子の部分塩基配列
を決定し，分子系統解析を行った。その結果， 1)日本産クロ

キヅタと基準産地(オーストラリア)産C.scalpelliformis 
とは別種の可能性;2)日本産クビレヅタとコップセンナリヅ

タC.microphysaとは同種の可能性;3)大型センナリヅタc
racemosa v. macrophysaと大型ヒラエヅ、タ C.racemosa v. 
lamourouxiiとは同一ecadの可能性;4)学研生物図鑑(監
修・千原光雄)に掲載されているタカツキヅタ(旬旬枝から

カサ状の葉を単独で発出するタイプ)の独立性，等が示唆さ

れた。
(*北大・先端研セ，輔北大・理，抑海洋科学技術センター，紳神

高知県海深研'NEDO，神間芙蓉海洋開発(株)，時柿鳴藻研(株)， 
帥柑柿東京海洋大)
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A06 0若葉勇*・羽生田岳昭輔・朴木英治問:青森県小川原
湖ならびにオーストラリア南部における Wittrockiella 
salinaの生育状況と生育環境一特にマリモ様球状集合の生
成条件について

体構造が糸状分枝するシオグサ目藻類のいくつかの種につ

いて，藻体が密に集まって球状の塊を形成する例が知られて

いる。近年の分子系統学的解析によって，球状集合を形成す

るマリモ，タテヤママリモ，アオミウ属，ウイットロキエラ

属は単系統であることが判明しており，これら近縁種の形態

や生態を比較研究することで，これまで理解が十分でなかっ

た藻類の球形化現象に関する生物学的な理解が進むものと期

待されている。

本研究では，国交省東北地方整備局高瀬川河川事務所が実施

している小川原湖の環境調査の一環として，最近同湖で発見

された灰salinaの生態的特性を把握すベく，同湖ならびに過
去に生育の報告があるオーストラリア南部沿岸の数カ所で生

育状況と生育環境を調査した。If.sal inaの一般的な生育形
は，すべての調査地において岩石や沈木などに付着する着生

型であった。差異が見られた生育環境は塩分濃度で，オース

トラリアが高齢水であるのに対して，小川原湖は低融水で

あった。他方，浮遊型およびこれが放射生長した集合型(浮

遊放射糸状体)はGippslandLakesのーカ所でのみ見いださ
れた。この場所は，砂州の内湾側に形成された浅く小さな潮

溜まりで，浮遊する藻体の流失が制限されると同時に，流動

しながら生長できるという球形化のための基本条件を備えて

いた。
(叩可寒湖畔エコミュージアムセンター，紳筑波大・生物科学，
帥富山市科文センター)

A08 0内村真之*・篤悶智柿・Faye，J. Etienne抑・平岡
雅規*榊.江端弘樹榊柿・新井章吾*糊柿.石田健一問問*.キ

ラー(殺し屋)海藻イチイヅタの監視システム構築

熱帯・亜熱帯地方原産のイチイヅタ (Caulerpataxifolia) 
が1984年に温帯域の地中海で発見されてから，すでに地中海

沿岸諸国6カ国に加えてアメリカ，オーストラリアにまでそ

の繁茂が確認されている。従来種とは異なる特異的な特徴を

兼ね備えたこの変異種は，その特徴を生かし，急激に生育域

を広げ，長年育んできた多様性のある沿岸環境域の生態系を

破壊しつつある。

平成15年度からNPOr一新塾」を軸として，環境事業団地球
環境基金 (JFGE)からの助成を受けた「イチイヅタ変異種の
モニタリング並びに監視ネットワーク構築」の活動が開始さ

れた。主な活動内容は，圏内ベットショップや水族館等の水

槽内展示の現状調査，天然海域におけるイチイヅタの生育分

布の把握，日本への浸入防止活動，規制・法制化である。核

コードITS領域 (5.8S遺伝子も含む)の塩基配列によるDNA

鑑定も行っており，最新の結果を報告する。
(事海洋科学技術センター，神北大・先端研，榊北大・理，*開

高知県海深研・NEDO，榊柿芙蓉海洋開発(株)，柿加申海藻研(株)， 

間*東京大学海洋研究所)
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A09 小西由高・O林田文郎:駿河湾における海藻植生につい
て

本研究においては，駿河湾における潮間帯海藻類の種組成

と群落特性を明らかにする目的で， 1986"'2001年に同湾内の

17調査地点で得られた結果を総括して検討を行った結果，つ

ぎのような知見が得られた。駿何湾に産する海藻類として，

緑藻植物42種，褐藻植物56種，紅藻植物151種の合計249種

が得られた。種数は内浦湾が 113種で最も多く，ついで因子

の100種である。これに対し最も少ないのは中木の37種で

あった。また，駿河湾の東岸域に見られる種数は218種で，同

湾西岸域の 172種に比べ約1.3倍の値を示した。伊豆半島沿

岸域では，広くヒジキが優占種として出現し，また南伊豆沿

岸ではホンダワラ類が優占種もしくは亜優占穏であった。一

方，内浦湾では内湾性性のアナアオサが優占種，ウミウチワ

が亜優占穏として出現した。潮間帯海藻群落における最大現
存量は，中木で490g・生長量/20 cm x 20 cm (以下，単位
は同じ)で最も高く，ついで妻良の430gであった。一方，宇

久須では73gで最小値を示した。駿河湾内の御前崎，用宗，

由比，土肥，石廊崎の各地点聞における近接率は，御前崎一

用宗聞が55%で最も高い値が得られたのに対し，御前崎一土

肥聞では32%で最も低い値を示した。

(東海大海洋・水産)

All 0田井野清也*・石川徹*・篠原英一郎柿・三省徹柿・武
政登叫:食害生物除去後の海藻群落の遷移

【目的】食害生物の密度と海藻の入植状況の関係を明らかに

し，藻場造成方法の確立のための基礎的知見を得る。

I方法]2002年12月に高知県幡多郡大方町上川口地先に設け
た試験区(100mX 100m)内の3地点と区外の 1地点(対照地

点)において坪刈りを行った。坪刈りは，大型海藻は1mX1m， 

小型海藻はO.5m X O. 5m，底生動物は2mX2mのコドラートを

用いた。持ち帰った梅藻類は種の同定と湿重量の測定を，底

生動物は種の同定，個体数の計数，湿重量の測定を行った。そ

の後，試験区内に生息するウニ類を全て除去し， 2003年3月，

7月， 10月， 12月に，海藻群落の遷移とウニ類の生息密度を

坪刈りと潜水観察により調査した。

【結果】除去前の試験区内にはナガウニ属が2.0-10.8個体1m2
見られた。試験区付近の岸寄りの浅所にはホンダワラ類とカ

ジメが観察されたが，区内は無節サンゴモ類が優占していた。
除去後2週間で岩盤が珪藻類に覆われ，3ヶ月後にはフクロノ

リが密に生育する箇所が見られた。 1年後にはホンダワラ類
の群落が広範囲に認められ，本調査海域においてはウニ類の

除去が藻場の拡大を促進する可能性が示唆された。
(*高知水試，**土佐清水漁指，榊大方町産業振興課)

Al0 0寺脇利信*・吉田吾郎*・新村陽子柿・梶田 淳*柿・新
井章吾榊*.広島湾湾口部の柱島における天然群落および実験

裸面での海藻植生の年変化

広島湾湾口部に位置する柱島の岩礁底で帯状分布するアカ

モク，ノコギリモクおよびクロメ群落の海藻植生の遷移系列

を明らかにする一環として， 2001年10月，ノコギリモク群

落(水深5m)およびクロメ群落(水深6m)において，一辺l

mの定置枠(天然区)内の海藻被度を測定し，近接する一辺
1m枠内の直立海藻類を除去して実験(裸面)区とした。 1
年後および2年後に同所の海藻被度等を測定した。

ノコギリモク群落の天然区では，ノコギリモクが被度70'"

90%と優占し，アカモクが最大20%混生した。実験区では，

アカモクがl年後に被度75%，2年後に50%と多量に混生し

た。クロメ群落の天然区ではクロメが被度50'"70%で優占

し，ノコギリモクが最大20%混生した。実験区では， 1年後

にアカモクおよびノコギリモクが被度25%で優占し， 2年後

にはノコギリモクが20%で優占し，クロメが10%混生した。
(*瀬戸内水研，柿科学技術振興事業団・瀬戸内水研，榊(有)

水圏リサーチ，柿柿(株)海藻研)

A12 0森口朗彦事・高木儀昌寧・寺脇利信紳:離れ島状に形成
されたアマモ場の経年変化および季節消長

アマモ場造成は，パッチが点在し離れ島状に形成する状況

も，一つのゴールの姿と考えている。このような造成計画を

策定する際に必須な情報として，類似の天然アマモ場おいて，

アマモ生育域内の密度等だけでなく，生育域自体の形状等を

把握する必要がある。

演者らは山口県大島郡東和町厨子ヶ浜地先の水深5"'8mの海

域に形成された天然アマモ場において，アマモ場形状，株密

度及び平均草丈の変化を調査している。調査は2001年より年

間数回行い，特に2002年11月からは1'" 2ヶ月に1回，比較

的集中して行うことができたので，その結果を報告する。

調査したアマモ場は，過去3年間の同じ時期の形状が経年

的に変化し，面積がやや拡大傾向にあった。調査したアマモ

場の面積は，季節的には， 12'" 1月及び7"'9月に大きく縮

小し，その後，緩やかに拡大した。株密度は1'" 3月及び7'"
9月の2回極大を示し，草丈は7月が最大及び10'"1月が最小

で，季節的な消長を示した。

アマモ場について，経年変化および季節消長を実測できたこ

とから，アマモ生育域や面積が動的な状態にあることを確認

できた。
(寧水工研，柿瀬戸内水研)



A13 0阿部真比古・倉島彰・前川行幸:海草アマモ幼体の光
合成一温度特性

アマモを含む海産植物の分布は，垂直方向には光が，水平

方向には水温が影響すると考えられている。演者らはアマモ

の光要求量に関して，光合成・呼吸活性から算出し，その結

果がフィールド調査結果と一致することを2002年度藻類学会
で発表した。今回はアマモの分布制限要因として水温に着目

し，アマモ幼体の光合成・呼吸測定から生長および生育水温
との関係を明らかにしようとした。

種子から培養した全長約10cmのアマモ幼体を用い，光強度

50μmo1 m-2 S-I，光周期12L:12D，水温5-30"Cの5"C間隔， 25-
30"Cの1"C間隔の各条件下で1週間培養し， 1日おきにプロダ
クトメーターで光合成・呼吸活性を測定した。同時に，アマ

モの生長は面積測定を行うことで評価した。

相対生長率は水温20"Cで最も高く， 2.6土0.6%day-lで
あった。次いで25"C， 15"Cの順であった。 5"Cおよび28"Cで
はほとんど生長せず， 29・30"Cではそれぞれ2，4日後に草体
の一部もしくは全体が枯死した。光合成活性は5-25"Cまで水
温の上昇に伴って，活性が高くなった。 25"Cを超えると活性
が低下するが， 28"Cで再度活性が高くなり， 29"Cで急激に活
性が低下し，30"Cでは光合成活性はほとんど見られなかった。
これらのことからアマモは，長期的に水温29"C以上の高温と
なる海域では生育することができないと考えられた。

(三重大・生物資源)

A15 0山口喬・岩尾豊紀・磯村晶子・倉島彰・前川行幸カ
ジメの成熟に光・温度条件が及ぼす影響

これまで筆者らは，ラミナランが成熟期にのみ蓄積されて

いることから，成熟とラミナランには密接な関係があること

を明らかにしてきた。本研究では，室内においてカジメ葉片

を光量・水温・日長の制御下で培養し，これらの要因がカジ

メの成熟に及ぼす影響を明らかにするとともに，ラミナラン

含有量の変化を測定した。

三重県麦崎において採集したカジメの側葉から葉片を切り

出し培養に用いた。培養実験は100凶101m-2 S-1 20"C， 12L: 

12Dを基本条件とし，光量を100，50， 25， 12.5問。1m-2 s-1 
の4段階，水温を25，20， 15， 10"Cの4段階，日長を 14L:
10D， 12L: 12D， 10L: 14Dの3段階にそれぞれ設定し，計11
実験区で葉片の培養を60日間行い， 4日間隔で重量，面積，子
嚢斑面積の測定をおこなった。また，ラミナラン含有量の測

定を12日間隔でおこなった。

光量については100，50!JIDo1 m-2 S-1のみで成熟し，ラミナ

ラン含有も確認された。25，12. 5!JIDo1 m-2 s-1では成熟もラミ
ナラン含有もみられなかった。水温については25，20， 15"C 
で子嚢斑は形成されたが， 15"Cでは遊走子は形成されなかっ
た。 10"Cでは子嚢斑はみられなかった。ラミナランはすべて
の水温で確認された。いずれの日長条件においても成熟し，

ラミナラン含有が確認された。これらのことからカジメの成

熟は主に光量によって制御されると考えられた。

(三重大・生物資源)
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A14 村岡大祐:宮城県牡鹿半島沿岸におけるアラメ群落とそ
の変動について

大型海藻群落(藻場)は，沿岸生態系の主たる一次生産者

として重要な役割を果たしている。しかし，近年南三陸沿岸

において，アラメ群落が沖側から年々退行するとし、う現象が

報告されている。藻場群落の変動は，キタムラサキウニやエ

ゾアワビ等，磯根資源の増減に直接的な影響を及ぼすため，

アラメ群落の退行に危機感を強める漁協等も少なくない。本

研究では，アラメ群落の変動とその原因を探るため，宮城県

牡鹿半島岩礁域を実験藻場に選定し，アラメと藻食動物の生
態調査を実施した。

宮城県牡鹿半島の岩礁域に1999年から2001年にかけて固
定ラインを設置し，幅1m以内に成育するアラメの個体数，出
現場所，成熟の確認および分校長の測定を行った。また，藻

食動物であるキタムラサキウニとエゾアワビについてもそれ

ぞれの個体数，殻長，重量等を測定した。

調査開始時(1999年8月)，アラメ群落は固定ラインの64m
地点まで存在していたが， 2001年7月にはその下限界は53m
地点になっており， 2年間で沖側から11mの退行を確認した。
アラメ成体(1齢以上の個体)は秋季から冬季を中心に成熟
し，幼体(1齢未満の個体)の発生も確認したが，群落下限

界付近に着生した幼体の多くは成体になるまで生残せず，既

存成体の流失に伴って群落の退行が進行した。現場の主要な

藻食動物であるキタムラサキウニは，アラメ群落内にはほと

んど存在せず，群落下限界付近および深所側に多く成育して

いた。これらの結果から，キタムラサキウニの高い摂食圧が

この地点におけるアラメ幼体の生残を阻害し，ひいては群落

の退行を招いていると推察された。

(東北水研)

A16 0松本里子・田中次郎:褐藻クロメEckloniakuromeの
葉面積の季節変化と生理特性

千葉県館山市飯田地先の漸深帯に群落を形成するクロメ

Ecklonia kuromeについて，水深8.5m付近の2箇所，水深12.5m
付近の計3地点で，固定方形枠内に生育する個体を標識し，

毎月，部位(仮IJ葉)ごとの光合成活性の変化，色素濃度の変化，

葉面積の増減を調べた。

光合成活性の測定には，差働式検容計(プロダクトメータ)

を用いた。葉片中のChl.a， c，キサントフィル量の定量を行
い，色素濃度の変化を得た。

各個体の葉面積は， 11月で最小となり， 12月から冬季・春
季にかけて増大した。 4月から 10月にかけては，仮IJ葉の脱落
が少ないため，大型の側葉の枚数が多くなり，葉面積が最大

となった。現場水温での面積あたりの光合成活性は，葉面積

が最小となった11月で最も低くなったが，葉面積が増大に転
じた12月では，高い値が得られた。含有色素量は夏季に最大
となった。 4月から8月にかけては，含有色素量は側葉の生長

とともに増加する傾向がみられたが，仮!J葉が減少する 10月，
葉面積が増大し始める11月から3月にかけては，このような
傾向はみられなかった。
冬季から春季は，含有色素の増加に比して葉面積の増大が

著しいことが示唆される。

(東水大・藻類)
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A17 0吉田吾郎*・村瀬昇柿・原口展子紳・寺脇利信・:ホン
ダワラ類4種の初期成長における温度反応特性とその比較

ホンダワラ類はそれぞれの種が，特有の垂直的・水平的分

布を示す。これらの分布様式は，生活型の違いとそれに伴う

生理・生態学的特性の違いによるものと考えられるが，ホン

ダワラ類の成長生理について，種聞の相違について調べられ

た例はほとんど無い。ホンダワラ類は種により，その形態は

極めて多様であるが，幼匹が発芽し，初期葉(茎葉)と仮根

を形成する初期成長期は，どの種も同じような形態形成過程

を経る。 1998年の本大会において，広島湾に産する4種のホ

ンダワラ類について，初期葉・仮根の発達と光量条件の関係

を明らかにし，種聞の違いをそれぞれの種の生態的特性に絡

めて考察した。今回，アカモク，ヤツマタモク，タマハハキ

モク，ノコギリモクについて，様々な温度下における初期葉

と仮根の発達について調べ，種聞の違いを比較した。特に25

℃より高い温度域において，初期葉・仮根の発達のそれぞれ

について，種聞に明瞭な温度反応の違いが認められた。
(事瀬戸内海水研，帥水産大学校)

A19 0棚田教生*・和泉安洋柿・圏昭紀*・新井章吾柿*・寺脇
利信問*.徳島県折野の砂地に設置した人工基質上での天然

アカモク藻場の成立とその要因

本研究は，ホンダワラ類の群落が存在しない砂地海底にお

いて，好適な基質の種類および水深の選定によって，人工基

質の設置のみで，人為的管理を必要としないホンダワラ類藻

場を成立させる技術の開発に資することを目的とした。

2002年1月，徳島県鳴門市折野地先の砂地海底に，コンク

リート礁3種類(平板型・ム型・凸凹型)，自然石礁およびカ

キ殻礁の計5種類の人工基質を水深3m，5m， 7mに5基ずつ設

置した。基質上では， 7月にアカモクおよびタマハハキモク
幼体の着生が確認されたが，秋期以降にはアカモクが優占し

た。アカモクは，設置水深3mで平板型のコンクリート礁上で，

最も高密度な群落を形成した。基質の設置1年後で繁茂期の

翌年3月に，水深3mのコンクリート礁上のアカモクは，平

均生育密度198個体1m2，大型個体の平均全長612cmであった。
一方，自然石礁およびカキ殻礁上にはアカモク群落は形成さ

れず，石およびカキ殻の基質問に生じた空隙に摺集した動物
による食害が原因であると考えられた。これらのことなどか

ら，本地先において，好適な基質の種類および水深の選定に

よって，砂地海底での人工基質の設置のみで，良好な天然ア
カモク藻場が成立することが明らかになった。
(*徳島県水研，神徳島県水産課，間(株)海藻研，柿柿瀬戸内
水研)

A18 0原口展子・村瀬昇・水上譲・野田幹雄*・吉田吾郎・
寺脇利信柿:山口県沿岸のホンダワラ類3種の培養による生

育温度

ホンダワラ類はガラモ場を形成し，沿岸の一次生産者とし

て重要な役割を果たしている。近年，温暖化による海水温の

上昇が藻場へ及ぼす影響について懸念されているが，それを

評価するための研究は極めて少ない。本研究では温度に注目

し，培養実験により各種の生育温度を明らかにした。

本研究は，山口県馬島沿岸に繁茂するアカモク，ヤツマタ

モクおよびマメタワラを用い，先端から2cm部分に切り出し

た夏季および冬季採集藻体の葉状部と発芽体を材料とした。

培養実験では，光量100凶01m-2 S-1の下， 5'C間隔で生育適
温を， 1'C間隔で生育上限温度(夏季藻体の葉状部，発芽体)

と低温域の生育可能温度(冬季藻体の葉状部)を調べた。

生育適温は， 3種とも夏季藻体の方が冬のものより 5'C程度

低かった。採集藻体の生育温度は，アカモクで3~27'C，ヤ
ツマタモクで6~ 31''C，マメタワラで4~30'Cと種により異

なった。発芽体の生育上限温度はアカモクで30'C，ヤツマタ

モクで33'C，マメタワラで32'Cと種により異なり， 3種とも

夏季藻体よりも 2~3'C高かった。また，同じ種では，葉状部
およひ'発芽体の生育上限温度はそれそーれ異なっていた。

このように，種ごとの生育温度の違いは，各種が有する生

育特性によるものと考えられ，温暖化などの水温上昇に伴う

海藻群溶の衰退や構成種の交代などを評価する上で基礎的な

知見を得ることができた。
(*水産大学校，帥瀬戸内水研)

A200筒井功*・Huynh伽a昭 Nang'株:ベトナムにおけるホンダ
ワラ類ーその生育状況と人々との関わり

熱帯域沿岸はサンゴ礁でとらえられることが多く，海藻類につ
いてはその生態も人との関わりもほとんど研究されていない。そ
こで東南アジア諸国でも海藻類の生育が多いベトナムにおいて，
ホンダワラ類の生育状況・採取・利用に関する調査をおこなった。
ホンダワラ類は主として南部地方において庶民のあいだで1帝京
飲料として利用されてきた。これは華人文化から何らかの影響を
受け，ベトナム独自の利用法へ変化したものと推察された。また
近年では液体肥料の原料として使われるようになり，今後消費量
の増加が見込まれている。このようなホンダワラ類の多くは，ベ

トナム南中部の沿岸において採取されたもので，経済的に恵まれ
ない世帯の副収入源となっている。採取の際には藻体を手で引き
抜き，付着部ごと抜けてしまうことも多い。誰でも採取できるほ
か，サイズや方法・口開けなどの採取に関する規制はない。女性
が海中で採取作業を行う点が，他の海藻類や魚介類を対象とした
地先採取とは明らかに異なる特徴といえる。ベトナム南中部の沿
岸では，河川|からの淡水と土砂の流入や季節風による波浪のため

海中環境は不安定で，造礁サンゴ顎は生息しにくく，ガラモ場が
形成されている。ホンダワラ類の季節消長は明陳で，品rgassum
polycyst，酬をはじめとする多くの種が北東季節風の終息する3月
頃に最大体長に達し， 4~5月頃に成熟する。その後 6月頃には
主枝は流失し，雨季が始まる 10月頃より主枝が再び伸長し始め
る。

本研究の結果は，従来考えられてきた熱帯沿岸におけるサンゴ
礁での生態や人間活動とは異なるものであった。また今後ホンダ
ワラ類の需要が増加した場合，現在のような成熟期前の無秩序な
採取が続くならば，資源の急激な減少もあり得ることが示唆され
た。(*京大・アジア・アフリカ，神ベトナム材料科学研究所・ニヤ
チャン)



A21 0桑野和可*・吉越一馬**魚類養殖による汚染は磯焼
けを招く

大分県南部では，近年，カジメ群落が急速に衰退している。

2002年に行った調査では，海水中の懸濁物がカジメに傷害を

与え，それが原因となってカジメが枯死し，磯焼けが拡大し

ていることが示唆された。磯焼け地帯の周辺では魚類養殖が

行われており，大量の配合飼料が使われている。配合飼料に

は脂質が含まれており，これが海水中に放出されれば過酸化

脂質が生成する。そこで本研究では，カジメに対する過酸化

脂質の毒性について検討した。 2003年6月，蒲江町波当津に

おいて，酸化したリノール酸メチルと酸化していないリノー

ル酸メチルを脱脂綿で、作ったパッチにそれぞれしみ込ませ，

それらをカジメ藻体に2時間接触させた。翌日回収したカジ

メ藻体を観察すると，酸化していないリノール酸メチルを含

むパッチが触れた部分には傷害が認められなかったのに対し，

酸化したリノール酸メチルを含むパッチが触れた部分では細

胞が死に，縁色に変色していた。リノール酸メチルをレシチ

ンで乳化した場合および配合飼料と混和した場合にも酸化し

たリノール酸メチルを含むパッチが触れた部分には傷害が認

められた。傷害部を走査電顕で観察すると，フィールドの不

健全なカジメと同様の症状が現れていた。以上のことから，

大分県南部で拡大している磯焼けは魚類養殖用の配合飼料に

含まれる脂質が懸濁物として海水中に漂う聞に酸化され，生

じた過酸化脂質がカジメに傷害を与えるためと考えられる。

2003年12月には波当津のカジメ群落も衰退し，多数の個体が

枯死していた。
(*長崎大・院・生産，**長崎大・水産)

A23 0演田仁:古事記初出の海藻は何か?

古来日本では海藻を食用，薬用，建材，製塩，お被い等に

用い，神事にも残る。古事記，風土記，木簡等にも海藻の記

載があるが，種名不明の事が多い。古事記には，大圏主神が

天照大神の孫に葦原中国(あしはらのなかっくに)を譲る際，

櫛八玉神が鵜となり海に潜り，海布(め)と海尊(こも)の

柄を刈り燈臼(ひきりうす，火織し台)と燈杵(ひきりきね，

火織し棒)を作り，火を焚き料理を作る話がある。鵜が海に

潜る話は潜水漁を暗示するが，出雲風土記出雲郡の条には，

御埼の海子(あま)が飽を採ると記され，現在でも出雲の日

御碕では男の海人がサザエ・飽，ワカメ・アラメ・クロメ等

をとる。また，出雲大社宮司死去時の火継式では，ヒノキ製

の撞臼に穴をあけ，そこにウツギの長い燈杵を突き立てて，

両手で押しつけて操み火を起こす。縫杵は男性器，燈臼は女

性器を意味した。ワカメのメカブは女性器に似るし，今日で

も出雲では縫臼に似た板ワカメをよく食べるので，海布はワ

カメであろう。次に燈杵に用いた海尊の「尊jはジュンサイ

の意味なので，海奪は長い茎を持つヌルヌルした海藻であろ

う。アラメ・カジメ・クロメは，細かく刻み味噌汁に入れる

とヌルヌルになる。また，アラメ・カジメの茎はウツギと似

て中空で，クロメも乾燥するとやや中空で男性器に似る。こ

れらの理由から，古事記の海布はワカメ，海尊はアラメかカ

ジメかクロメではないだろうか。

(富山医薬大・医)
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A22 0山本芳正・鯵坂哲朗:近畿地方での「アオコJおよび
「水の華」のアンケート方式による認知度調査

湖沼における「水の華Jの発生は，富栄養化に伴う普遍的
な現象としてよく知られている。中でも，浮遊性ラン藻の大

量発生による「アオコJは，強力な肝臓毒あるいは神経毒の

産生が外観以上に問題とされている。このような水環境問題

が一般人(非研究者)にどの程度認知されているかを把握す

るため， 2通りの方法でアンケート調査をおこなった。まず

生物系大学生対象の調査を， 3大学の学部2または3年次に在

籍する学生を対象に記述式でおこなった。また，郵送形式に

よる調査を，無作為に抽出した40地域で，計2000世帯を対

象におこなった。なお，郵送形式による回収率は23.9犯であっ
た。

用語としての「アオコ」は「水の華Jに比べるとよく普及

しており，これらのうち少なくとも一つを知るという回答は，

大学生では92弘一般では位協に達した。一方， rアオコ」や
「水の華」を実際に見たことのある者は，これらの用語を知る

者に限った場合，大学生では35紘一般で、は54%で、あった。彼

らの8側近くが目撃時期として夏を挙げていたため， rアオ
コJは夏に発生するというイメージが反映しているように感
じられたが， rアオコ」が近畿地方各地の湖沼で発生している
とし、う具体的な情報も数多く得ることができた。

(京大・農・応用生物)

A24 0松村航ホ・渡辺健*・浦遁清治*・南候暢聡*・池田知司
榊・藤田大介問海洋深層水で培養したマクサの生長

海洋深層水は栄養塩が豊富で，沿岸域への放水による藻場

造成も期待されている。しかし，栄養塩の希釈による効果の

低下，逆に，付着珪藻等の異常繁茂が懸念される。本研究は，

影響評価に必要な基礎的知見を得ることを目的として，富山

湾の浅海域で群落を形成するマクサを対象とし，流水式恒温

槽を用いて室内培養実験を行った。マクサは長さ 2cmの枝の

先端をフラスコに入れ10日間培養を行い (10藻体/800mL)， 

葉長・湿重量の相対生長率 (RGR)を測定し，①水量(換水率:

1， 3， 5， 10回転/日)，②水温 (10，15，20，25， 300C) ，③光量子

密度 (20，60，100，200μE/m2/sec)を把握し，④深層水と表層

水混合(深層水濃度0，25，50，75，100覧)による生長比較を行っ

た。培養期間中，マクサ切断面から再生したシュートや藻体

上の付着珪藻 (Arachnoi・discusornatus)の繁茂状況も調べ

た。
水量は換水率が大きいほど高いRGRを示したが， 5回転・ 10

回転ではU検定で有意な差がなく，以後の実験を5回転/日で

行った。水温は20~250Cで高い RGR を示し， 250Cでは30%の
藻体が成熟した。光量子密度は60~100μE/m2/secで高いRGR
を示した。以上の結果から200C，60μE/m2/secを最適条件と判

断し，深層水と表層水の混合水で培養試験を行った結果，深

層水濃度が高いほどRGRは高かった。シュートの再生に最適

な条件は20~ 250C， 200μE/m2/secであった。付着珪藻は，濃
度 0~50%ではほとんど増加が認められず， 75~ 100%で約
1.4倍に増えた。本研究はJOIAからの受託研究である。

(*富山水試，紳KANSO，間東京海洋大)
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A25 0岡直宏*・田村光政特・平岡雅規制・西島敏隆*榊・吉
本典生*.中固有樹*問:海洋深層水を用いたワカメとアワビ

の多段養殖

深層水は，低温安定性，清浄性，富栄養塩性を有し，海藻

や魚介類の養殖に適している。本研究では深層水の有効利用

を視野に入れ，ワカメ養殖排水をアワビ養殖へ，アワビ養殖

排水をワカメ養殖へと多段利用し，それぞれの成長特性の確

認と，多段養殖の可否を検討した。

養殖は1ヶ月間，ワカメ養殖は100L水槽を2基，アワビ養

殖は1t水槽を用いた。深層水はワカメ水槽(注水水槽)，ア

ワビ水槽，ワカメ水槽(排水水槽)へと連続流水 (3t/day)さ

れるよう調整した。ワカメは4日毎に湿重量，葉長を測定し

た。各水槽の注水，排水は栄養塩の分析を，養殖後の藻体は

一般成分分析した。アワビ養殖は， 2日毎に摂餌量，半月毎

に重量を測定した。結果，ワカメ水槽の平均水温は注水水槽

で14.80C，排水水槽で16.gOCと約20C差あり，平均日間生長

率はそれぞれ12.2%，11. 5%と顕著な差はない。形態は，注
水水槽の藻体で側葉を多く分枝し，排水水槽では殆ど側葉が

見られなかった。栄養塩は，各水槽に十分量供給されていた。

藻体成分は，タンパク質含量に有意差があり，注水水槽の藻

体が排水水槽よりも 10%多かった。養殖期間中，アワビは艶

死せず，増重率50%と健全な成長を示した。以上から，深層

水とアワビ養殖排水では，ワカメの形態や成分に若干の違い

はあるが，多段養殖は可能で、あった。

(*愛媛大院・連合農，**高知海深研，榊高知海深研・NEDO，神科

高知大・農)

A27 0江端弘樹*・属国智柿・四ツ倉典滋*紳・平岡雅規*附.
岡直宏削榊.佐藤義夫*料開.地下海水を利用した海藻陸上養

殖事業の可能性について

海藻養殖は，天然水面域で網やロープなどの支持体に海藻

種苗を付着させる方法で行われてきた。しかし，自然環境に

強く影響される点，季節性があり周年収穫が不可能な点，高

労働力が必要な点，異物の混入など問題点も多い。我々は，東

海大学海洋学部で汲み上げられている地下海水を用いて，周

年の収穫，高品質藻体の生産，女性・高齢者の雇用促進など

の実現を目指し，環境の安定した陸上での海藻養殖試験を実

施しているので，これを紹介する。同地下海水は，清浄で、あ

り，水温が約200Cで周年安定している。溶存態無機窒素およ

びリン酸態リンは，それぞれ320μM，O. 7μMと高濃度である。

野外に設置した500L，1t， 7tの水槽群を用い，自然光のみで

海藻の養殖試験を実施している。本試験では，新しく開発さ

れた「胞子集塊化法J(特許出願中)を採用した。これは，数

十個の胞子を互いに付着させた胞子集塊を種苗としてタンク

内に浮遊させて養殖する方法である。一例として，ラボにて

育成した藻体長数凹サイズのアオノリ集塊を野外水槽に投入

し，換水率3回転/日で栄養塩を添加することなく地下海水

を供給し，エアレーションによって水槽内の藻体を流動させ

た1t水槽において湿重量100gのアオノリ集塊は，約5日間の

養殖で10倍量の1000gに達した。低コストな地下海水取水施

設を用いた海藻陸上養殖事業の可能性についても検討する。

(*芙蓉海洋開発，特北大・先端研，紳*北大・フィールド科学

センター，帥柿高知県海深研・NEDO，神間愛媛大・連合農，料開キ

東海大・海洋)

A26 刈谷宣政キ・平岡重道*・0平岡雅規紳・岡直宏開・鳥田
智*制.江端弘樹林林*.浜田英之開場料:室戸岬ではじまる海洋

深層水を利用したアオノリ陸上タンク養殖について

室戸岬に深層水を利用した大規模なアオノリ陸上タンク養

殖施設が補助事業により，今年春に完成する。地元漁協が事

業主体となり周年生産が開始される。ここでの養殖方法，運

営について説明する。従来の網などの基盤に海藻種苗を固定

する方法は，高密度養殖できない，藻体の生長がぱらつくと

いった問題があった。また，高密度で浮遊養殖できる海藻は

限られており，藻体をちぎって養殖すると，成熟による消失

や，生長低下が起こる種類がほとんどである。そのため「胞

子集塊化法J(特許出願中)が採用された。これは数十個の胞
子を互いに付着させた集塊を種苗として大量に作り，タンク

内で浮遊生長させる養殖法である。藻体長数皿の集塊種苗を

育成し， 100し 1t，10t， 70tの容量で深層水を連続注水して

養殖する。各工程1週間ずつ，計5週間で20cm以上に生長さ

せ毎週収穫する。年間生産量は約3t(乾重量)と見積もられ

る。主なコストは，電気代，深層水代，人件費であり，種百

生産できる技術者が必要である。新規事業であるため，漁協

への技術援助が不可欠になる。漁協を技術的に支援するシス

テムを構築し，新しい展開を試みている。

(*海の研究舎，**高知県海深研・NEDO，間愛媛大・連合農，帥帥

北大・先端研，間柿芙蓉海洋開発，問問高知県海深研)

A28 0倉島彰キ・栗藤和治**・前川行幸*.ハパノリの生長と
成熟に及ぼす水温の影響

ハパノリは冬から春にかけて潮間帯の岩上に繁茂する褐藻

である。地域によっては食用とされるため，養殖も試みられ

ているがその生理生態的な研究は少ない。本研究はノ、ノ〈ノリ

の養殖手法を確立するための基礎的知見を得ることを目的と

して行二った。

材料のハパノリは静岡県下回市で採集し，放出させた配偶

子から得た糸状体・盤状体および直立体を実験に用いた。培

養温度は糸状体・盤状体については5-300Cの50C間隔，直

立体については 10-250Cの50C間隔とした。光強度は100

凶101m-2 8-1，光周期12L:12Dとした。また， 200Cにおいては
短日 (8L:16D)，中日 (12L:12D)，長日 (16L:8D)条件下でも

実験を行った。糸状体・盤状体については面積と直立体形成

率を，直立体については全長と成熟率を測定した。

糸状体・盤状体の生長倍率は25，20， 15， 10， 30， 5"Cの

順で高かった。直立体は糸状体・盤状体から直接生じ， 20， 

15， 10， 50Cの順で直立体の形成が見られた。 5一200Cでの直

立体形成率は最終的に100免となったが， 250Cでは直立体は形

成されなかった。日長による直立体形成率の差はほとんどな

かった。直立体の生長倍率は150Cで最も高く， 250Cで最も低

かった。直立体は200Cで最も早く成熟し， 250Cでは成熟しな

かった。直立体は長日で最も早く成熟し，次いで中日，短目

の順であった。

(*三重大・生物資源，特尾鷲市水産課)



A290Gre閃egoryN. Nishi討iha訂ra'Ryu凶』此taTe釘ra司a“da'Ta叫da油hideNo町roα:1百bee 
ef能r島ect包soぱfi耐n町T叫iar佃lC∞eo叩nph加l0tωosy叩nt白heω剖s討is叩dgrow血rat低esofLauren官CIIωa 
brongni，ω'artii バ1.Aga釘rdh(Rhodophyta: Cerarniales) in preparation for 
cultivation. 

Laurencia brongniartii J. Agardh is usually found at depths below 
4 m. However， in Amarni Oshima Island， it can be found in shallow 
subtidal are悩 increvices and walls ofthe 問efwhere irradiances were 
lower than that of similar depths in open water. Crude extracts合om
this species were shown to be potent bacteriocidal compounds， 
promoting s甘onginterest in cultivation. Thverefore， to prepare for 
the possible cultivation ofthis species， the effects oftemperature 
and irradiance on photosynthesis， respiration， and growth were 
measured. Photosynthesis and growth rates of laboratory cultured 
explants were optimum at 26 and 280C， closely co汀'espondingto 
temperatures found during the growing season. Photosynthesis 
sa制ratingirradiance occur閃dabout95μmolphotons m-2 S-I (260C) 
and65μmol photons m-2 S-I (280C). However， growth experiments 
at 41.7μmol photons m・2S-I， caused bleaching of explants. Photo-
inhibition was not detected after 3 hours of exposure to high irradiance 
during the photosynthesis experiment and all explants showed no 
measurable effects the following day. Differences between the higher 
saturating irradiances for photosyn世間isand the lower irradiances 
that caused bleaching in gfowth experiments， su毘est伽.tlong terrn 
exposure to high irradiance is detrimental. We hypothesize that出e
occu町'enceof L. brongniartii in shallow environments (above a depth 
of 4 m) is linked to the complex s甘uctureofthe coral reef. 

(Faculty ofFisheries， Kagoshima University) 

A31 0比嘉敦・・何地正伸柿・笠井文絵紳:菊池川水系にお

けるチスジノリの分布と雌雄の分化時期

チスジノリ (Thoreaokadae Yamada)は清澄で流量が多く，

比較的流速の速い河川の中流域に生息する紅藻で，春~夏季

に小型の胞子体，秋~冬季に大型の配偶体を形成して世代交

代を行い，配偶体は雌雄異株であることが知られている。九

州地方を中心に分布し，現在，九州では6河川で生育が確認

されており，熊本県菊池川や鹿児島県川内川では生育域の一

定区聞を国の天然記念物に指定しているが，近年の生息地の

減少から絶滅が危倶されている(絶滅危倶E類，環境省レッ
ドデータブック)。現在生育が報告されている河川でのチスジ

ノリの生育分布は年変動が大きく，正確な生息状況の把握が

困難であり，これまでに増殖条件や生活史を考慮した個体群

動態の詳細な研究は行われていない。本研究では，熊本県北

部を流れる菊池川水系においてチスジノリの分布，配偶体の

生育速度と雌雄の分化時期，環境要因等の測定を行った。特

にアプローチしやすい2地点では配偶体を個体ごとにマーク
し，配偶体の成長過程と雌雄の分化時期を追った。

その結果， 1)菊池川水系では， 5月頃消失した配偶体が9

月までに分化すること， 2)配偶体の雌雄の分化は12月中旬
から見られ，その時期の雌雄の割合に大きな差は見られない

こと， 3)マーキング調査を行った地点の1つでは，ある流

速以上の場所に生育し，それ以下の場所に生育しないことが

確認され，チスジノリの生育分布は河川の流速に大きく影響

を受けること，等がわかった。

(*筑波大・院・生命環境， 紳国立環境研究所)
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A30 0手塚康介*・藤田雄二h 永田信也榊・三輪信一郎榊:

紅藻ウップルイノリの室内培養における生活史

研究室に保存されていたウップルイノリ (Porphyra

pseudolinearis)野生色型W1，W2， W3株とWl株に混在してい
た緑色型Gl株の糸状体を用いて，室内培養でウップルイノリ

の生活史を検討した。先ずW1，Gl株の糸状体の生長，成熟条
件を調べた結果， W1， G1株ともに25"C， 4000-80001ux (10L: 

140)で殻胞子嚢が多く形成された。次に25"C， 40001ux (10L: 
140)で殻胞子嚢が形成されたW1， G1株の糸状体を， 15"C， 

10001ux (10L: 140)に移し，枝付きフラスコにてエアレー

ションを行うと，約2週間後に殻胞子が放出された。 W1，G1 

株の葉体はすべて♂のみであり，またW2，W3株においても同
様に試験したところ， W2株では♀葉体のみ発生し， W3株では

♂葉体が多いが，♀の葉体も発生した。これら糸状体からの

葉体で単性しか出てこないWl，W2， Gl株や両性が出てくるW3
株からの葉体を単一個体ごとに培養した結果，葉体の栄養細

胞から無配胞子 (agamospore)が形成され，その胞子が発生

して糸状体が形成された。従って， Wl株は♂葉体から， W2株
は♀葉体からの無配胞子に由来すると推察された。またこれ

ら4株の糸状体の生長や，成熟条件の比較では，株間での差
異は殆どみられなかった。これらの葉体を用いて，いくつか

の組み合わせで交配試験を行った結果についても述べる。

(*長崎大・生産科学研究科，紳長崎大・水産学部，開小浅商

事株式会社)

A32 0藤吉栄次*・菊地則雄輔:宜野湾産紅藻タネガシマア

マノリ葉状体基部から摘出した葉片の生長

沖縄県宜野湾市の海岸には紅藻タネガシマアマノリ

Porphyra tanegashimensi sの葉状体が着生し，その中には本
種の特徴である裂葉化した個体が多く見られる。この裂葉化

した葉状体を母藻とした糸状体から，殻胞子を得て，葉状体

を培養したところ以前の本種の培養結果(右田・伊藤 1987)

のような過程で裂葉となることはなかったが，基部に肉眼視

可能な程度の小突起(大きな鋸歯)が見られた。 Shinmura

(1974)は，本種の原胞子(単胞子)の培養実験において，鋸
歯が伸長し小突起となることを観察しており，この小突起が

裂葉の原因になるのではないかと推測している。そのことを

確かめるために，基部付近の小突起を含む葉片を培養し，そ

の外形を観察した。

材料には上記のように殻胞子から約2か月間培養して得ら

れた葉長7-12 cmの葉状体を用いた。この葉状体の基部か
ら小突起を含む数m角の葉片を摘出し，温度20"C，光量40
同01m-2 s-I ，光周期 10時間明期， 14時間暗期の条件下で

約1か月間培養し，外形の変化を調べた。小突起の中には大
きく生長するものが見られ，葉片は裂葉状となった。また，葉

状体から葉片を摘出することなくそのまま培養を続けた場合

は，小突起のめだった伸長は見られなかった。これらのこと

から，波浪等により基部を残して葉体が流失した場合，小突

起が伸長して，裂葉化する可能性が考えられた。

(*西海水研，特千葉海の博物館)
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A33 0但野智哉・田中次郎:ミル属の一種の栄養生殖

千葉県館山市において，外部形態はヒラミルCodiumlatum 
に似るが，ヒラミルよりも葉状体が薄く，基部付近の分枝の

少ないミル属の一種が採集された。長さ 30"'"80cmほどの藻
体全体に，細胞質が凝集した直径50"'"150凶lの様々な形態の

暗緑色の球状体が散在して形成されていた。この球状体は，

髄層を形成する髄糸の途中や先端に1""'5個連なるように形

成されており，いずれ遊離する。これを培養したところ，約
24時間後には発芽が確認され，その後盛んに伸長，分枝を繰

り返し，約1ヶ月後には糸状体が絡まりあった2""'3cmほどの
叢生体へと成長した。その叢生体には同様な球状体が形成さ

れた。このような雌雄配偶子以外の生殖細胞による繁殖は，

日本圏内のミル属では報告がなく，カリブ海産の C.
isthmocladum (Schmidt 1923) と台湾産の C.edule (Chang 
et a1. 2003)で，配偶子嚢と同様に小嚢に側生した構造物

が栄養生殖を行い，それは未発達の配偶子嚢であると考察し

た報告がある。しかし，髄糸に球状体が形成され，さらに栄

養生殖を行ったという報告は他に例がない。

(東京海洋大・藻類)

B01 0大田修平*・植田邦彦*・石田健一郎帥:クロララクニ
オン藻CCMP242株の生活環と分類学的位置

本研究ではクロララクニオン藻の来記載種と恩われる

CCMP242株について，形態，微細構造，生活環の詳細な観察

を行い，本藻の分類学的位置を明らかにした。 CCMP242株の

栄養細胞はアメーパ状細胞と遊走細胞の2型が観察された。

アメーパ状細胞は細く長い (<500同)1本または2本の仮足

を持つ。一方，遊走細胞は直径約5仰の球形または卵形で1本
の鞭毛を持つそれぞれの細胞は二分裂によって栄養増殖を行

う。本藻は遊走細胞が栄養増殖し，また外洋の表層水域に生

息する点で.Bigelowiella属の特徴に一致するため.CCMP242 

株をBigelowiella属に帰属させるのが妥当である。しかし，
Bigelowiella属の既知種B.natansと違って.CCMP242株に

は上述の特徴的なアメーパ状細胞の栄養ステージが存在する。

したがって.CCMP242株をBigelowiella属の新種として記載

するのが妥当であると考えた。

CCMP242株のアメーパ状細胞はアメーパ様の旬旬運動をほ
とんどしない。ところが二分裂後の娘細胞の一方は親細胞の

仮足が付着したままで，その仮足内にオルガネラを輸送し，

仮足の対極まで移動する。このような興味深い現象がタイム

ラプスビデオ法によって観察されたので報告する。
(*金沢大・院・自然科学，柿金沢大・理・生物)

A34 宮地和幸:香川県の溜池から見つかった新しい緑藻シオ
グサ目タニシゴロモ科植物

昨年2003年10月香川県三木町男井間池で，タニシに付着

する多核嚢状緑藻を採集した。この緑藻は単列糸状体で枝分

かれが見られることから，シオグサ目に属する緑藻と考えた。

タニシに付着している状態はスガイの貝殻の上に生育するカ

イゴロモ(Cladophoraconchopheria)と間違える外観であっ

た。しかし，詳しい観察の結果，カイゴ‘ロモと同種ではない

が，カイゴロモとも近縁なマリモグループに属するであろう

と推定できるタニシゴロモ科植物の一種であることが分かつ

た。藻体は非常に小さく，体長は最大でも2mmlこ達しない。基

部細胞は旬旬状になった細胞で，傭旬細胞は多層状構造には

ならず，基部細胞が直接上部に突出し，直立糸となる。旬旬

細胞は決して，貝殻の中には侵入していない。直立糸は，上

部に行くに従って太くなり，先端細胞が最も大きな細胞で，

球形かあるいは梶棒状となる。直立している糸状体のいかな

る細胞からも二次的に仮根糸は出ない。また，旬旬細胞から

仮根状の伸長もない。直立糸の基部は10から15凶であり，上

部に行くに従って太くなり，最上部では40から60仰となっ
ている。分枝は専ら一方向のみが圧倒的に多く，一部途中で
対生となる分枝も見られる。細胞の核数は十数個あり，葉緑

体は網状で，多数のピレノイドがあり，複雑多裂型である。こ

の緑藻はこれまで報告されたタニシゴロモ科植物の中でも

Basicladia viviparaに最も近いと思われるが.Basicladia 

属に属するにはいくつか異なる点があった。

(東邦大学・理・生物)

B02 0甲斐厚*・吉井幸恵ホ・中山岡IJ**・井上勲柿:新規海産
単細胞藻の黄色植物内における系統と分類

黄色植物は水域における重要な生産者であり，きわめて大

きな多様性を示す。しかしその系統的多様性の理解は不十分

であり，近年でも新綱が多数提唱されている。演者らは2003

年5月，和歌山県磯ノ浦海岸から黄色の単細胞不動性藻を単
離し，培養に成功した。本研究では微細構造・分子形質・色

素組成から本藻の系統・分類学的位置について調査を行った。

細胞は球形で直径10-15f.UIl.1-2個の黄色葉緑体および細胞
壁を持ち，まれに直径30-40凶に達する細胞を生じる。細胞

壁周囲の粘着性物質によって集塊をつくって水面に浮遊して

おり，細胞密度が高くなると遊走細胞が放出される。この遊

走細胞は走行性を示し，物理的刺激によって容易に鞭毛を失

い不動性細胞になる。 TEM観察の結果，管状クリステをもっ

ミトコンドリアや核膜と連続した 4 重の葉緑体膜，

periplastidal compartmentが貫入したピレノイド，細胞膜

直下の頼粒などが観察された。また不動細胞も細胞壁内に常

に2本の不等長の鞭毛を有していた。 18SrDNAおよびrbcLの
塩基配列を用いて系統解析を行なった所，本藻は黄色植物内

で褐藻綱，黄緑藻網，クリソメリス藻綱，シゾクラディア藻

網，ファエオタムニオン藻綱からなるクレードに含まれるこ

とが示されたが，このうちどの藻類群とも明瞭な類縁性を示

さなかった。また重要な分類形質である光合成色素組成を調

査した所，クロロフィルaとフコキサンチンをもつが，クロ
ロフィルcが極めて少なく，既存のどの網の光合成色素組成
とは一致しなかった。これらの結果から，本藻は黄色植物に

おける新規分類群であると思われる。
(事筑波大・院・生命環境， 柿筑波大・生物科学系)



B03 0須田彰一郎*・中山岡IJ神・熱海美香料*・土橋幸子*柿:
パラオ産プラシノ藻Nephroselmis属の1未記載種につし、て

2000年7月，パラオ共和国コロール島北部沿岸の海水サン
プルからプラシノ藻胎phroselmis.属の一種と思われる鞭毛藻
の単離・培養に成功し，光学および電子顕微鏡観察， 18S rDNA 
による解析を行った。

細胞は左右に扇平な楕円形ないし腎臓形で，不等長2本の

鞭毛を有し，眼点は短鞭毛基部付近に Iつ存在し，側壁性の

葉緑体は l枚で lつのピレノイドを有した。これらは

Nephroselmis属に典型的な特徴であった。微細構造では，細
胞表面は3種の小型鱗片と l種の非常に大型の星状鱗片で覆

われ，鞭毛基部付近に 1種の中間型星状鱗片を有した。鞭毛

は2種類の小形鱗片に覆われ， 2種類の毛状鱗片を有した。細

胞の外形からN.rotundaに似るが，細胞を覆う鱗片の違い
と，培養藻体の色調が本藻は黄色から褐色に近いのに対して

N. rotunぬは緑色であるとの報告があり，はっきりと異なっ
た。これらのことから本藻は胎'Phroselmis属の新種と考え
られた。大型星状鱗片は10本の腕を放射状に伸ばし，このう
ち4"'6本は先端部が尖らず，残りの先端はかぎ爪状になっ

ていた。先端がかぎ爪状の星状鱗片はN.spinosaでのみ報
告されていることから，本藻との類縁性が示唆できた。 18S
rDNA系統解析からも本藻に最も近縁な種はN.spinosaとな
り，このことから鱗片の形質が系統を反映していることが示

唆された。

(*琉球大学・理，**筑波大・生物科学系・問海洋バイオ研)

B05 0周藤靖雄市・大谷修司**: Cephaleuros属(緑、藻)気
生藻の分離と培養

樹木葉上に生じる Cephaleuros属藻は演者らの既往の調査
から4種類のモルフォタイプに分けられたが，それらを分離

して，培養の特性を検討した。分離と培養はBBM寒天を用い，

20"C， 12時間白色蛍光灯照射・ 12時間暗黒の周期で、行った。
葉上に生じた盤状体の切片，また発芽した配偶子や遊走子か

ら各タイプの藻を分離することができた。藻体のコロニーは

糸状体が単細胞列で分岐しながら培地表面に放射状に拡大し

て，中心部では綿毛状に気中に伸長し，黄色~燈色を呈した。

培養した藻株を汚染する糸状菌の多くは，殺菌剤であるべノ

ミル剤またはチアベンダゾール剤を培地に添加して殺菌する

ことができた。添加量は5または10ppmが適当であり，高濃
度になると藻体の成長が抑制された。各タイプの成長を比較

したが，コロニーの大きさはCephaleuros(2)， (4)， (1)， 
(3)の順で大きく，また各タイプで糸状体の分校形態や細胞の

大きさが異なることに注目した。いずれでも細胞が球形，楕

円形または紡錘形に膨らんだ配偶子のう様物が生じたが，配

偶子の形成は認めなかった。いずれのタイプとも， 100Cで成
長を認め， 25'" 30"Cで培地上での成長が最も良好であり， 35 

OCでは成長がきわめて不良で、あった。 pH5.5'" 7. 6の範囲では
藻体の成長は大きく変化しなかった。 BBM寒天での窒素量を

増量しでもコロニーの成長量には影響を与えなかった。

(キ元島根林技セ，神島根大・教育)
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B04 0中山岡V・須田彰一郎紳・熱海美香*紳・井上勲*. 
新種Nephroselmiintermedia (プラシノ藻綱)の分類と
地'Phroselmis属の系統進化

プラシノ藻綱は有機質の鱗片をもつことなどでまとめられ

た緑色藻であるが，これらの形質は緑色植物の祖先形質であ

り，系統的には多様なグ、ループを含むことが知られている。

その中で、Nephroselmis属は緑藻綱やアオサ藻綱に近縁で、ある

ことが示唆されており，これら緑色藻類主要群の起源を探る

ためには，j怯'phroselmis属の系統分類学的な理解が必要であ
るが，本属には多数の来記載種が存在し，研究も十分ではな
し、。

本研究では大分県佐伯市およびパラオ共和国パラオ島より

Nephroselmis属の新種を単離培養し，微細構造・18SrDNAの
調査を行った。本種は非対称、なベル形の細胞と前後に伸びる

2本の不等長鞭毛をもっ。細胞表面は5種類の鱗片で覆われ，

鞭毛は2種類の小形鱗片と 2種類の毛状鱗片をもっ。本種は
N. pyriformisに似るが，葉緑体や鱗片の構造によって明ら
かに区別できる。また18SrDNA系統解析も本種が独立種であ
ることを支持した。現在，本種を新種N.intermediaとして
記載準備中である。また比較のために胎'Phroselmis属数種で
も同様の調査を行い，N. intermediaの独自性を確認すると
共にル'phroselmis属内で、の系統・形質進化について解析・考
察を行った。その結果，Nephroselmis属の祖先型としてはN.
pyriformisとN.intermediaの特徴をあわせもつものがあり，
属内において後鞭毛の運動様式やピレノイドの構造の変化，

鱗片の複雑化などが起こったことが示唆された。

(*筑波大・生物，**琉球大・理，山海洋ノ《イオ研)

B06 0傍法隆・デ、ィアンヘンドラヤンティ・市村輝宜:rbcL遺
伝子によるミカヅキモの種分化の分子系統学的解析

以前に発表した核リボソームDNA(rDNA)のスモールサブユ
ニット(SSU)領域から構築したホシミドロ目全体の分子系統樹
では，ミカヅキモ科内の種の類縁関係について，主に以下に

示すような結果が得られた:(1) Closterium peracerosum-
strigosum-littrale (psl)複合体に属する分類群は1つのク
レードにまとまらない;(2) c. calosporum複合体内の分類
群の類縁関係ははっきりしない;(3) C. moni・h・ferum-

ehrenbergii (me)複合体では，ホモタリックな系統が最も早
く分岐している;(4)核SSUrRNAの二次構造において，ヘリッ
クス 10の先端に8塩基の欠失が見られるグループはlつのク
レードにまとまる。

本研究では，これらの結果を異なる遺伝子で検証するため

に，新たに葉緑体のRuBisCoラージサブ、ユニット (rbcL)遺伝

子の塩基配列を決定し，種々の方法で、解析を行った。結果は，

進化モデ、ルを仮定しない最大節約法を含め，全ての系統樹で

C. psl複合体が lつのクレードを形成した。また，C. 
calosporum複合体内の分類群の類縁関係は，核rDNAの遺伝子
領域全体から推定した結果とよく一致していた。しかしなが

ら，C. me複合体内の類縁関係は全く支持されなかった。最
尤法，ベイズ法による系統樹では， SSU rRNAのヘリックス10
の先端lこ8組基の欠失が見られるグループが， 1つのクレード
にまとまることが示された。

(北大・フィールド科学センター)
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807 0加藤将事・野崎久義柿・田中次郎・:野生絶滅種ホシツ
リモ Nitellopsisobtusa GROVES (車軸藻綱)の再発見

車軸藻類は主に湖沼等の淡水環境に生育し，特に湖沼中で

は水生維管束植物が群落を形成する深さよりやや深い湖底に

繁茂し，シャジクモ帯と呼ばれる群落を形成する。現在日本

に4属74分類群が確認されているが，近年の環境汚染による

水質の汚染等が原因で，全国で激減しており，レッドデータ

ブックにも多数の絶滅危倶種・絶滅種が記載されている。ホ

シツリモ Nitellopsisobtusa GROVESは，日本においては加

崎(1956)が芦ノ湖で最初に発見し，日本新産属として記載
した。 Kasaki(1964)によると，日本では4湖沼(芦ノ湖，
河口湖，野尻湖，山中湖)に生育していたが，野生絶滅種と

されている(環境庁 2000)。
今回，山梨県河口湖において2003年6月， 10月の2度に渡っ
て車軸藻類の採集を行ったところ，ホシツリモと思われる藻

体が発見された。本藻体は，ホシツリモに特有の形質である

長大な置と，無性生殖器官である星状体が確認でき，加崎

(1956)の記載とよく一致した。さらにrbcL遺伝子の塩基配
列解析の結果，欧州産(McCourtet a1. 1996)のものとほぼ
一致し，本藻体がホシツリそであることのより確かな確証を

得た。
(*東京海洋大・藻類，神東大・理・生物)

809 0野崎久義*・松崎素道料・三角修己紳*・黒岩晴子*柿.
東山哲也事・黒岩常祥糊*.原始紅藻の核ゲノム情報を加えて

推測した紅色系統の二次共生色素体の起源

真核植物の色素体の起源と多様性は一次共生と二次共生と

いう異なる進化上の出来事から解釈される。不等毛植物等の

紅色系統で紅色植物の中のどのような系統のものが二次共生

色素体になったかは，最近の複数の色素体遺伝子の豊富な配

列情報を用いた解析でも解析方法で矛盾した結果が得られた

り，不明確であった(e.g. Martin et a1. 2002 PNAS; Yoon 
et a1. 2002 PNAS)。また，色素体遺伝子の系統解析は一次
共生色素体と二次共生色素体という異なる共生状態(色素体

包膜内)の遺伝子を比較しており，不自然な結果をもたらす

可能性が考えられる。ところが，シアノバクテリア由来の核

遺伝子は一次・二次共生の直後に核に移行したと考えられ，

同じ細胞核とし、う場所に存在し，系統解析に適していると考

えられた。
本研究では，シゾン (Cyanidioschyzonmero1ae 10D)核
ゲノム情報から得られたシアノバクテリア由来の複数の遺伝

子を用いた系統解析を実施した。その結果，現生の紅色植物
(Rhodophyceae[Porphyra] と Cyanidiophyceae
[Cyanidioschyzon] )が単系統群となり，その外側に不等毛
植物等の紅色系統の二次共生植物が位置した。従って，現生

の紅色植物が分岐する以前の非常に古い時代に紅色系統の二

次共生が起きた可能性が示唆された。
(*東京大・理，柿東京大・医，榊立教大・理/生研機構，紳柿

立教大・理)

808 0坂山英俊ホ・宮地和幸紳・南雲保問・原慶明*桝・野崎
久義*卵胞子壁断面構造を導入したフラスコモ属(車軸藻

綱・シャジクモ目)の分類

車軸藻類(シヤジクモ目)の中でフラスコモ (Nitella)属

は最も種数が多く，世界中で約200分類群の存在が報告され
ている。フラスコモ属は輪生枝の最終枝の細胞数と終端細胞
の有無によって3亜属(泊・tella.Hyella・Tieffalleni・a)に

分けられている (Wood1965)。本属の受精に伴って形成され
る卵胞子の表面構造はシヤジクモ目の中で最も多様であり，

平滑状，網目状，頼粒状等光学顕微鏡下で様々なものが記載

されている。最近TieffalleniaHE.属においてWood(1965)が
種レベルの識別に用いた栄養器官の特徴よりも， SEMによる
卵胞子壁表面構造の特徴が系統を反映していることが示唆さ
れた (Sakayamaet a1. 2004， Phycologia: in press)。
本研究ではこれまで用いられていないSEMによる卵胞子墜
断面構造の特徴を分類形質として導入し，更に複数DNAマー
カーによる系統解析を実施し，より正確な種の識別基準の確

立と Wood(1965)の分類の再検討を行った。その結果，従来
①N. megasporaと同定されてきたものの中に2種が存在する
ことが，また，②SEMによる卵胞子壁表面構造に基づき網目
状又は結節状タイプに分類されていたものがそれぞれ2タイ

プに分類されることが，新たに断面構造の形態情報を加えた

ことにより明確になった。また，複数DNAマーカー系統解析
において卵胞子壁断面にスポンジ状構造をもつものが単系統

と解析された。従って，卵胞子壁の表面・断面構造を基本と

するフラスコモ属の種・節レベルの新分類体系の構築が必要

と考えられる。
(*東京大・院・理・生物科学，神東邦大・理・生物，間日本

歯科大・生物，帥柿山形大・理・生物)

810 0堀口法臣事・石田健一郎紳・坂本敏夫*・和田敬四郎事:
日本における陸棲ラン藻Nostoccommune(イシクラゲ)の遺伝

的多様性

陸棲ラン藻Nostoccommune(イシクラゲ)は陸上生活に適応

しており乾燥と直射日光の照射に耐えて生命を維持している。

コスモポリタンと考えられており南極大陸や中国の砂漠地帯

などの極限環境を含めて地球上に広く分布している。本研究

では日本におけるNostoccommuneの遺伝的多様性について調

べた。材料として石川県，近畿地方，中園地方および九州地

方から採集されたNostoccommuneと外国産として中国，南極

およびフランスで採集されたNostoccommuneを用いた。手法

として， 16SrDNAおよびフェレドキシン・NADP酸化還元酵素
(FNR)をコードする遺伝子で、あるpetHi遺伝子を用いて塩基配
列解析と PCR-RFLPを行った。日本における Nostoccommune 
は金沢型，大阪型および明石型の3つの遺伝子型に大別され

た。 16SrDNAによる分子系統樹から外国産のものは大阪型と
閉じクラスターを形成し，金沢型と明石型は同じクラスター

を形成した。以上のことは日本における肋stoccommune'こは

形態的違いがみられないにもかかわらず遺伝的多様性がある

ことを示している。採集地によっては複数の遺伝子型が混在

している例も認められるため，遺伝子型の分布の地域性につ
いてはさらなる解析が必要である。
(*金沢大院・自然・生命，料金沢大・理・生物)



811 0岩滝光儀$・川見寿枝牢・金根用料・松岡数充*・葉緑
体と条線様構造を併せもつ光合成性無殻渦鞭毛藻と従属栄養

性無殻渦鞭毛藻の系統関係

葉緑体と条線様構造，すなわちHansenet Moestrupの分

類体系によるGymnodinium属とGyrodinium属の形態形質を併

せもつ無殻渦鞭毛藻を，光学・電子顕微鏡観察により同種が

新属新種の無殻渦鞭毛藻であることを確認し，前回大会で報

告した。さらに同様の形態的特徴をもっ渦鞭毛藻を韓国沿岸

域から採取し，これらが同種であること，そして主要な光合

成補助色素がベリデイニンであることを確認してきた。本研

究では，同種の渦鞭毛藻綱内における系統的位置を知るため

に，外部形態の類似する従属栄養性無殻渦鞭毛藻を含めた分

子系統解析をSSUrDNAを用いておこなった。渦鞭毛藻全体で

の系統関係は解決されなかったが，無殻渦鞭毛藻類はいくつ

かの単系統群を形成した。系統樹内で，未記載の溝構造をも

っ光合成性の無殻種(大村湾産株・韓国産株)，潜構造をもっ

従属栄養性の無殻種 (Balechinacoelurea)，条線構造をも

っ狭義のGyrodinium属 (Gymno.aureum， Gyro. spirale等)

はそれぞれ単系統群を形成したものの，系統群聞の類縁はみ

られなかった。またネマトシストをもっ従属栄養性の無殻種
(Nematodinium armatum， Polykrikos cf. kofoidii)は光合

成性である狭義のGymnodinium，属(Gymno. catenatum， Gymno. 

impudicum等)と近縁であった。

(*長崎大・水産，柿釜慶大学校)

813 0河地正伸$・越川海*・岡村和麿帥・渡遁信*東シナ
海から分離された円石藻Reticulofenestrasessilisの形態，

系統，生活史

円石藻Reticulofenestrasessilisは，自然界において，珪

藻ThalassiosiraIこ固着した状態で浮遊生活を行うユニーク
な生活型が知られている。西海区水産研究所の陽光丸で東シ

ナ海長江流域の生物・環境モニタリングを行った際に (2003

年7月29日)，対馬海流の中心海域(北緯31.45" ;東経128.45") 

において採取したクロロフィルマックスの水深(約一50m)の

海水に珪藻 Thalassiosiraに付着したR. sessilisが認めら

れ，珪藻ごと分離・培養するのに成功した。 R. sessilisは

珪藻細胞あたり数十から数百細胞が付着しており，珪藻細胞

の全体を埋め尽くすまで増殖，あるいは次第に減少し付着が

認められなくなる場合があった。これは珪藻の細胞分裂の際，

細胞が不均等に分配されることによると考えられた。 R.

sessilisは珪藻に寄生的に生活するとこれまで推測されてい
たが，予備培養で増殖した両生物を更に個別に分離したとこ

ろ，各々単独で増殖する単藻株を確立できた。 R. sessilis 

は細胞サイズが4-6μmで，カップ状の黄色の葉緑体をl個も

ち，葉緑体内側の核に近接した位置で円石が形成されていた。

細胞を覆う円石は基本的に 1層で堅固な様相を示し，一見
Gephyrocapsa Iこ酷似するが， distal shield上のbridgeを欠

き，培養下で強固な付着性を示す点で異なる。 18SrDNAの系

統解析の結果は，EmilianiaおよびGephyrocapsaと単系統群

を形成し，相向性は各々 99犯であり，詳細な解析には他の遺

伝子を使う必要があった。
(*国立環境研究所，帥西海区水産研究所)
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812 0高木善智*・比嘉敦紳・工藤創問・堀口健雄*問・原慶明
キ:海産底棲性渦鞭毛藻類の分類と系統 その後の研究

南西諸島(沖縄県)およびパラオ諸島

(パラオ共和国)より単離した海産底棲性渦鞭毛藻で

Amphidinium様遊走細胞を放出する3株について，その分類

と系統について報告した。今回は，その後の研究で同地域か

ら新たに単離した3株(KR-2，KR-15， PA-34)を調査し新しい

知見を得たので，それらを加えてこの藻群の分類および系統

について再度検討した。

新たに単離した3株の栄養細胞はそれぞれヘルメット状の

殻に覆われており， PA-34株(パラオ諸島産)では殻の表面に

無数の針状突起が観察された。一方， KR-2株(ケラマ諸島産)
の遊走細胞は上錐が三角形で、小さいAmphidini・um型， KR-15 

株(ケラマ諸島産)では上錐が下錐に対してやや小さい

細川idini・um型， PA-34株では上錐と下錐のサイズがほぼ同

じGymnodinium型で、あった。系統解析ではI)KR-15株は以前

報告したケラマ株・ミヤコ株と単系統を結び， 2)KR-2株は真

のAmphidinium属クレード(タイプ種を含む)に含まれ，3)PA-

34株はGymnodinium属3種(タイプ種を含む)とLepidodinium

属1種とクレードを形成した。

以上の結果は，底棲期が生活環の大半を占有することで特

徴づけられるPhytodinialesを否定し，これら底楼性渦鞭毛

藻類は遊泳期の細胞形態に基づき分類すべきであることを示

唆している。但し，従来の遊泳期の細胞形態に基づく分類体

系の再検討の必要性も明示している。
(*山形大・理・生物， 判筑技大・院・生命環境， 開山形大・

院・理工， 関車北大・院理・生物科学)

814 高橋ゅう子・O真山茂樹:殻の基本構造が異なる羽状珪
藻Cylindrotheca3種のsill-likeDNA塩基配列

Cy 1 indro theca nannoporosa sp. no'可.， C. fusiformis誌

よびC. closteriumは円筒形の被殻，管状縦溝，糸状の多数

の帯片， 2枚の色素体という共有形質をもっ珪藻である。こ

れらは18SrDNAによる系統解析では単系統群を構成するが，

殻の基本構造は種間で大きく異なっている。すなわち，C. 
fusiformisは縦溝脇の中肋の部分と，縦溝上を跨ぐ半円形の

小骨の部分のみ珪化した殻をもち，通常の珪藻が条線を存在

させる領域に珪化した構造が存在しない。 C. closteriumは

C. fusiformis同様の縦溝中肋および小骨をもつが，条線の

ある殻面を有する穏である。しかし，胞紋はなく，非常に弱

く珪化した基本層の上に脆弱した糸状の開条線が斜めに密に

(120本/mm配列する。 C.nannoporosaはC. closteriumに類
似する殻の基本構造をもつが，条線構造は無く，直径約40nm

ほどの小孔が殻面上に不規則に散在する。

SilaffinはC. fusiformisで‘報告されたシリカ沈着に直接

関わるタンパク質として知られる。プライマーを用い

Cylindrotheca 3種のsill-1ikeDNA塩基配列を決定し，比

較をおこなった結果，本配列は高度に保存されたものである
ことが判明した。従って， 3種の示す殻の基本構造の違いは，
シリカ沈着そのものによって決定されるのではなく，他の形

態形成機構の相違によると考えるのが妥当であろう。

(東学大・生物)
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B15 0小林敦*・南雲保本人田中次郎*海産付着性珪藻
Isthmia nervosa KUTZI¥Gの栄養細胞と増大胞子の形態

海産の付着性珪藻 Isthmianervosa Ki::TZI¥G は，被殻の直

径がしばしば200仰を越える，大型の分類群である。圏内か

らはこれまで，静岡県以北から報告があり，いずれも紅藻類

の藻体上から見出されている。今回，静岡県下田市より得ら

れた紅藻ユカリおよび北海道羅臼町から得られたフジマツモ

に着生していた試料を用いて，光学顕微鏡および走査電子顕

微鏡で栄養細胞および増大胞子の形態観察を行ったので，そ

の結果を報告する。

試料は基質海藻ごとホルマリン固定をし，その後基質海藻

からの剥離，洗浄を行って得た。被殻は台形(trapezoid)で
あり，上下の殻には偽眼域 (pseudoce11 us)が認められ，こ
こから分泌される粘液によって不定形の群体を形成する。殻

の内部には肋および偽殻壁が光学顕微鏡でも容易に観察され

るほど発達しており，近縁種と区別される。帯片は半被殻あ

たり通常は2枚である。殻，帯片とも発達した樹校状突起を

持つ多数の胞紋を備えている。

増大胞子は半介在型 (semi-intercalarytype)であり，初
生殻は親殻に対して直交するように形成された。充分に発達

した摺大胞子は葉巻タバコ型で，栄養被殻と形状が異なって

いた。増大胞子は粘液と長大で不定形の多数の鱗片 (scale)
で覆われていた。

(*東京海洋大・藻類，神日本歯科大・生物)

B17 0阿部信一郎キ・片野修*・木曾克裕紳・山本聡*紳・南雲
保山*.田中次郎枠制:アユの採食による付着藻類群落の種類

組成変化とアユのエサ選択性

アユの採食が付着藻類の群落構造に及ぼす影響を調べるた

め，千曲川において，アユに頻繁に採食されていた藻類群落

および採食跡のない藻類群落の種類組成を比較した。さらに，

友釣りにより捕獲したアユ21個体の胃内容物中の藻類組成を
調査し， Ivlevの選択指数を用いてアユのエサ選択性につい
て検討した。その結果，採食跡のない群落では，珪藻，旬旬

糸状ラン藻 (Phormidium sp.)および直立糸状ラン藻
(Homoeothrix janthina)の優占度に有意な差は認められな

かったが，アユに頻繁に採食されていた藻類群落では，珪藻

および旬旬糸状ラン藻の現存量が低下し，直立糸状ラン藻が

優占していた。一方，捕獲したアユ21個体のうち，珪藻およ
び旬旬糸状ラン藻に対し正のエサ選択性を示す個体の割合は，

直立糸状ラン藻に比べ大きかった。付着藻類はアユに比べ非

常に小さく，混在して群落を形成する。すなわち，エサ選択

性の違いは，アユの晴好性によるものではなく，アユの採食

に対する藻類の抵抗性の違いを反映しているものであり，そ

れがアユの採食による付着藻類群落の種類組成の変化に関係

したものと考えられる。
(*中央水研，**西海水研，間長野水試，キキ**日本歯科大，紳*

東京海洋大)

B16 0真山茂樹*・加藤和弘紳・大森宏*帥・清野聡子問*.珪
藻による水質判定シミュレーションソフトSimRiverを用いた
中等・高等教育プログラム 河川の水質指標生物を生物教育

の中でどのように活用するか一

演者らは河川の流域環境と水質と珪藻の関係を学ぶ学習教

材ソフトSimRiverを開発し，昨年度の日本藻類学会大会でそ
の概要を報告した。その後，中学，高校，大学で授業研究を

重ね，授業結果に基づき，指導プログラムおよびアプリケー

ションソフトの改良を行ってきた。

当初，本教材を用いた授業は，学習者自身が作った流域環

境から生じる水質を珪藻から知るという，バーチャルな水質

判定体験実習という要素が強かった。授業後の調査からは，

学習者が興味を持って実習をおこなったこと，アプリケー

ションソフトの完成度の高いことが伺われた。一方，学習者

が最も強く印象づけられていたことは，コンビュータ利用そ

のものや，ソフトの操作そのものであることも明らかとなっ

た。そこで，高校生物の生態を学ぶ大単元の流れの中で，本

教材が有効に使えるよう，指導方法とソフトの改良をおこ

なった。生物の社会性の学習，環境と生物の作用・反作用の

学習，生理的最適地および生態的最適地についての学習など

と関連を持ちながら授業を展開する指導案を作成し実践した。

また，大学生に対しては，環境と群落内の多様性の関係を本

教材を用いて実習させる授業をおこなった。その結果，より

生物教育の内容を教授できる授業の実践ができたので，今回

それを紹介する。
(*東学大・生物，**東大・緑地植実，同東大・農学生命，山本

東大・総合文化)

B18 0渡辺朋英字・石田貴子*・今井一郎*・板倉茂柿・山口
峰生特有明海底泥中における珪藻類休眠期細胞の分布密度

およびその経年変化

[目的]有明海では珪藻赤潮による海苔の色落ち被害が深刻で

あり，その原因珪藻類の現場水域における出現動態を把握す

ることは重要な課題である。珪藻類の多くの種が形成する休

眠期細胞は，栄養細胞の出現動態に重要な役割を果たすと考

えられている。そこで本研究では有明海における珪藻赤潮の

発生機構を解明する第一歩として，珪藻類休眠期細胞の分布

を把握する事を目的とした。

[材料と方法]海底泥試料は2001年から2003年の毎年6月に
有明海の22定点で採取した。得られた泥試料は表層より 3cm
を採取し，密封容器に入れ，冷暗所で保存し実験に供した。発

芽可能な休眠期細胞数の計数には終点希釈法 (MPN法)を用

いた。培養条件は，温度200C，光強度100μmolm-2 S-I， 14 hL: 

10 hDの明暗周期とした。
[結果]2001年の結果では珪藻類休眠期細胞は2.4x 10'1~6. 1 
x 10" (平均1.3X 10") cells/cm~ (湿泥)の密度で存在し，
Thalassiosira属が優占していた。 2002年では1.8 X 10'1 ~ 
1. 8 X 106 (平均6.1X 106) ce11s/cm3 (湿泥)の密度で存在
し，Skeletonema costatumが優占していた。 2003年では3.5
X 102 ~ 2.3 X 105 (平均9.5X 101) cells/cm3 (湿泥)の密度
で存在し，Chaetoceros属が優占していた。このように有明
海において珪藻類休眠期細胞はダイナミックに変動している

ことが判明した。
(*京大院農，**瀬戸内水研)



819 0今井一郎本・石田貴子*・渡辺朋英*・板倉茂紳・山口
峰生紳:有明海における熱帯性珪藻Skeletonematropicum休

眠期細胞について

熱帯性珪藻 Skeletonematropicumは温度 12"C以下で増
殖できず，北緯 30度以北には出現しないとされていたが，九
州有明海や洞海湾，広島湾等でその分布が確認されている。

本種は毎年暖流に乗って我が国沿岸に移入し，生存可能な夏

季~秋季に増殖するものと推測されていた。一方コスモポリ

タン種の Skeletonemacostatumは休眠期細胞を形成し，不

適な時期を乗り切っている。本研究では，有明海を対象に採

泥調査を行い，S. tropi cum休眠期細胞の存在を確認すると

同時に，終点希釈法による計数を行い，さらにはその復活過

程を観察し復活のための温度条件を検討した。 S. tropicum 

休眠期細胞は形態がぶ costatum休眠期細胞と酷似するが，
葉緑体の数が栄養細胞の場合と同様に4個であり (S.

costatumは 2個)，区別できる。温度 22"Cの明条件下で
9時間後には復活開始が確認され， 13時間後には細胞分裂
が認められた。16~ 24"Cの 2"C間隔で混度条件を設定し，
休眠期細胞の復活を検討した結果， 18"C以下では復活しな
かったが， 20"C以上で復活が確認された。また約 6ヶ月間
の 5"C暗黒保存後でも復活したことから，本種の休眠期細
胞は低温暗黒条件を乗り切る能力を持つ。有明海において，

S. tropicumの休眠期細胞は 2001年 6月で ND~ 3.7万，
2002 年 6 月で ND~ 1. 0 万/ cm3 (湿泥)の密度で存在し

ていた事が確認された。以上から，S. tropi cumは有明海の
常在種と見なす事ができる。

(*京大・院・農，神瀬戸内水研)

821 0鈴木秀和*・南雲保紳・田中次郎帥:海産珪藻Cocconeis
shikinensis Hid. Suzukiの増大胞子微細構造

演者等は現在本邦産のCocconeis属について，従来の光学

顕微鏡や電子顕微鏡(SEMとTEM)による殻構造の観察に加え，

殻形成過程や増大胞子構造の観察など，包括的な分類学的見

地から研究を進めている。今回は静岡県下岡市鍋田湾で採集

した試料中にCocconeisshikinensis Hid. Suzukiが増大胞

子を形成しているのを見いだし，その過程を詳細に観察する

機会を得たので，その結果を報告する。粘液物質に包まれた

増大胞子は，その頂軸が母細胞の殻面に対して垂直方向に形

成される。十分に生長した増大胞子は，全体が約40枚のベリ
ゾニアルバンドによって包まれ，中に初生細胞が形成される。

すべてのバンド、は初生細胞の殻面中央部の一点に収れんし，

全体を巾着様に包む。品oicospheniaやAchnanthesに見られ

るような縦バンドは無い。各々のバンドは細長い皮針形で，

中肋を持ち，縁辺部は浅裂する。初生細胞の上殻は縦溝殻で，

下殻は無縦溝殻である。ともに栄養細胞のそれとほぼ同様な

構造を有しているが，上殻は殻套が著しく発達し，下殻の偽

縦溝は弧状に曲がる。これらの結果と演者等がすでに観察発

表している他の海産Cocconeisおよび淡水産Cocconeis
placentulaとを比較検討した結果もあわせて報告する。
(*青山学院高，紳日本歯科大・生物，間東京海洋大・藻類)
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820 0渡辺岡IJ*・真山茂樹紳:東京湾三番瀬における珪藻群
落の解析:1m離れると珪藻群落は変化するのか?

干潟には多様な生物が生育し，多くの生物群で調査が行われ

ている。しかし，干潟の主要な生産者である珪藻について，具

体的な調査はほとんど行われていない。近年，演者らは干潟

珪藻の解析に着手したが，広大な干潟の全域に渡って珪藻群

落を調査することは困難である。今回，東京湾三番瀬干潟の

5地点で，群落構成の相違の程度を比較し，標本抽出のため
の予備調査を行った。採集は大潮干潮時， 1mおきに海水に

浸ったA~Dの 4地点、と，やや乾燥した Eで行った。各地点、で

得られた試料を500殻ずつ計数し，同定を行った。計数した
2500殻中には28属105種が認められ，多様な珪藻による群落
構成が明らかとなった。

A~Dでは多数の種が出現したが (64 ~ 73種)， Eの種数は
少なかった(41種)。全地点に共通して出現した28種の合計出
現頻度はいずれの地点でも高く (72.4~86. 0犯)，これらがす
べての群落で主要な構成種になっていた。 A~Dの多様度，類

似度は高かったが(H'= 1. 74~2.88， Cλ= O. 77 ~ O. 95) ， 
Eの多様度と Eと他地点との類似度は低かった(H'= 0.66， 
Cλ=0. 15~0. 31)0 A~Dでは出現頻度の低い種が多数出現
したため多様度や類似度が高くなり，それらの種の有無が地

点聞の多様性や，類似度に違いを導いたと考えられた。干潟

の珪藻群落において，乾燥した場所では出現する種数が少な

くなり，多様度が低下すること，および地点聞の相違は出現

頻度の低い種に依存することが示唆された。

(*東学大・院，柿東学大・生物)

822 石川依久子:光受容体の探求と珪藻Pleurosiralaevis 
の純培養

中心目珪藻Pleurosiraは2つの独立した光受容体を持っ

ている。青色光センサーと緑色光センサーで，前者は全葉緑

体を細胞中心の核域に集め，後者は全葉緑体を細胞表層に転

移させる。近年，高等植物の青色光センサーの実体が次々に

解明されており，藻類で‘もEuglenaの光回避反応を誘導する

青色光センサーの実体が解明された。藻類は青色光以外にも

特定波長光を細胞動態の信号として利用している例は多く，

藻類には種々の光センサーが稼動していることが十分伺われ

るが，実体の究明は遅れている。 Pleurosiraの2つの光受

容体が光を受けて誘導する細胞内反応はほぼ明らかにしたの

で，光センサ一分子の構造を解明する準備はできた。しかし

ここで問題となるのはPleurosiraの無菌試料を得ることであ

る。フィールドから採取した珪藻試料を無菌培養して研究に

供した報告はほとんどない。光受容体の探求に際し前哨戦と

してフィールド採取試料の無菌化に挑戦したが，多くの意外

な問題に直面し困難を極めた。抗生物質投与により有性生殖

細胞形成が促進されるなどの一面もあった。培養における諸

問題は概して論文には載らないが，研究を進めるに当たって

基本的な重要事象であるので，あえて討議の場に供したい。

ことに幅広い藻類研究の発展のために純粋試料を量産する作

業は必須である。

(東京学芸大・非常勤)
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823 0山砥稔文*&柿・坂口昌生*・岩滝光儀叫・松岡数充叫:
長崎県平戸産有害渦鞭毛藻Cochlodiniumpolykrikoidesの
増殖に及ぼす水温および塩分の影響

無殻渦鞭毛藻Cochlodiniumpolykrikoidesによる赤潮は
近年，西日本および韓国南部沿岸域で発生し，甚大な漁業被

害を与え続けている。赤潮被害防止のためには原因種の基本

的場殖特性の把握が必須であるが，本種赤潮は海域により発

生時期が異なるため，増殖特性は海域ごとに解明する必要が

ある。本研究では，本種の増殖に及ぼす水温および塩分の影

響を明らかにするため，秋~冬季 (9.......12月)に赤潮の発生

が確認されている長崎県平戸市薄香湾より 2003年10月に分

離したクローン株2株を用いて培養実験を行った。薄香湾産
株は水温15.......30"C，塩分16.......36%。の範囲で増殖した。薄香

湾(汐ノ浦地先)における 1987.......2000年 (14年間)12月の

表層水温の旬平均値 (16.5"""'17. 8"C)に相当する 17.5"Cでは

塩分16.......36%。の範囲で500cells/mL以上の最大増殖収量を示

したことから，本株は秋~冬季の低水温期においても赤潮を

形成する可能性を有することがわかった。また，本株の最大
比増殖速度は0.60.......0.64day-lの範囲にあり，それを与える

水温および塩分の組み合わせは27.5"Cおよび28.......32 %0で

あった。さらに，汐ノ浦地先における 1988.......2001年(14年

間)の最低水温(12.0"C)に相当する 12.5"Cでは塩分16.......36 

hの範囲で， 10.0"Cでは塩分28.......32%。の範囲で，遊泳細胞

が10日間以上確認された。
(*長崎水試，柿長崎大・院・生産，間長崎大・水産)

825 0田辺雄彦・渡辺信:シアノバクテリアAficrocystis
aeruginosaにおけるrecombination

バクテリアは一般に二分裂によるクローン増殖を行うため，

娘細胞には母細胞ゲノムの完全なコピーが伝わる(全ゲノム

が完全な連鎖不平衡の状態)。このため，高等真核生物の有性

生殖時に起こるような組み換えによる対立遺伝子のシャツフ

リング，すなわちrecombinationはバクテリアの無性生殖時

においては起こらなし、。その一方でバクテリアにおいては，

プラスミドやファージを介したconjugation，transfection 

やtransformationなどの機構によって水平移動した遺伝子と

これを受容した細胞のゲノムとの間でrecombinationが起こ

ることが古くから実験的に示されている。近年，こうした

recombinationがどの程度バクテリアの自然集団の遺伝的多様

性の維持機構として機能しているかについて，様々な種類の

バクテリアを対象に集団遺伝学的な解析がなされてきている。

しかしながら，シアノバクテリアの自然集団については，

recombinationの存在を示唆する報告例すらほとんどない。今

回，単細胞性のシアノバクテリアである Aficrocystis
aeruginosaについて，主に日本・アジアからの分離株を対象
に，アオコ毒素ミクロシスチン生合成遺伝子クラスター及び

複数のハウスキーピング遺伝子の配列について詳細な解析を

行った。その結果， recombinationがAf.aeruginosaにおい
て確かに起こっており，同種の自然集団における遺伝的多様

性の維持機構として機能していることを示唆する結果が得ら

れたのでこれについて示す。
(国環研)

824 0長島秀行*・大谷修司柿・井上源喜間:南極陸域より
分離した単細胞藻類の凍結による損傷と回復
南極大陸ドライヴアレー地域の岩石表層から分離した単細
胞緑藻印lorellasp. A789-12株と Stichococcusbacillaris 
A789-13株，それに南極スコット基地より分離した南極産黄
緑藻Xanthonemasessile PAB759株は， 5"Cから 35"Cまでの
範囲で生育し，光合成酸素発生能は0"Cから40"Cまでの範囲
で認められている。
藻体は，まず，プログラムフリーザー(EspecSU240)を用い

て各種速度でー20"Cまで冷却して凍結させた後，冷却時と同
じ速度で解凍し， 20"Cにおける残存する光合成酸素発生活性
をみた。その結果， A789-12株の方がA789-13株に比べて低い
活性となったが， A789-12株では速度を一O.7"C/minのとき，
A789-13株ではー0.1"C/minのとき活性が最も高かった。 PAB-
759株と，温帯産緑藻αlorellavulgaris C-135株ではどの
条件でも全く活性を失っていた。
次に，凍結融解後， 15"C，明所 (1500ルクス)で24時間培養
すると， A789-12株の光合成活性はかなり回復したが， A789-
13株では比較的高い活性を維持したまま大きな変化はなかっ
た。同様に， C-135株は活性を失ったままであったが，凍結処
理後15日間培養すると活性は大幅に回復した。
以上のことから，南極産緑藻Stichococcusbacillaris 
A789-13株と Chlorellasp. A789-12株では凍結耐性がある
が，その程度は凍結・融解速度の影響を受けることがわかっ
た。また，凍結融解後再び培養すると，南極産品lorellasp. 
A789-12株では光合成活性が失われた場合でも，かなり回復す
ること，また，温帯産品lorellaC-135株では長期間培養後
活性が回復することから，凍結による影響は可逆的であるこ
とがわかった。
(*東京理科大・理，柿島根大・教育，榊大妻女子大・社会情報)

826 0関本訓士*・横尾一成料・川村嘉応帥・本多大輔*
Porphyra寄生性卵菌 Olpidiopsissp.にコードされるgroup
1 intronの転移過程の解明

我々はPorphyraに細胞内寄生する絶対寄生菌(査状菌)が
卵菌網のOlpidiopsissp.と分類されること， 18S rRNA遺伝
子が複数のgroup1 intronを持つことを昨年の本学会大会

において発表した。今回我々が査状菌 18SrRNA遺伝子のク

ローニング，シークエンシングを行った結果， 4種類の配列

の異なるクローンが得られ，それぞれ挿入されているイント

ロンの数，位置が異なっていた。また，そのうち2個のクロー

ンはexon領域を部分的に欠いており，偽遺伝子であることが

示唆された。我々はこれらのイントロンがどのように壷状薗

18S rRNA遺伝子内に侵入したかを調べるため，イントロン挿

入部位の決定と RNA二次構造解析を行った。二次構造解析の

結果，それぞれのイントロンはステムの長さ等が異なり，起

源が異なることが示唆された。また，全長クローンの560，

1389部位， exon領域約1000塩基を欠くクローンの1389部位

に挿入される3個のイントロンの二次構造は非常に相向性が

高く， 3者聞でのイントロンの転移が起こったことが示唆さ

れた。更に，壷状菌516部位と宿主であるPorphyraの516部
位に挿入されるイントロンの二次構造を比較した結果，両者

はそのsubgroupが異なり全く別個に侵入したことが示唆され
た。

(事甲南大・理工・生物，輔佐有水振セ)



827 0横山亜紀子本・梶川牧子紳・関口弘志間・原慶明事:単
細胞性紅藻のSSUrRNA遺伝子にもGroup1イントロンが?!

グループIイントロンは真核生物の様々な分類群で発見さ

れている。紅色植物門では，ウシケノリ目のPorphyra属と

Bangia属，真正紅藻類のHildenbrandia属藻類などの，核コー
ドのSmallSubunit ribosomal RNA遺伝子 (SSUrDNA)で，そ

の挿入が報告されている。しかし，単細胞性紅藻類では，チ

ノリモ目，イデユコゴメ目のいずれにおいても， SSUrDNAへ

のイントロンの挿入は確認されていなかった。

今回，単細胞性紅藻ではじめてRhodella属藻類4株(調

査は22株)のSSUrDNAから，グループIイントロンと思われ

る配列を得たので報告する。この挿入配列をBLAST検索した

ところ，既に報告されている紅藻のGroupIC1イントロンと

高い相向性を示すことがわかった。既報の紅藻類のグループ

Iイントロンの挿入位置は，Esherichia coliの516座位また

は1506座位に相同な位置を示したが，本研究で見つかった挿

入配列はすべて1506座位であった。

我々は，Rhodella属およびその近縁属藻類のSSUrDNAとITS
領域の配列による系統解析から，Rhodella属は少なくとも4
種が識別できることを報告した(日本藻類学会第27回大会)

が，イントロンの見つかった4株は3種に相当し，この3種に

おいてイントロンの挿入する株としない株があるとし、う結果

を得た。
(*山形大・理・生物，柿鶴岡北高校，榊海洋ノ〈イオ)

829 0松尾嘉英*・今川洋輔・西沢麦夫紳・志津里芳一*.大
型緑藻の新規葉状体形成物質Thallusinの構造

約半世紀前から葉状性緑藻の多くが無菌下合成培地中で本

来の形態を失う現象が知られている。もっとも極端な例がマ

キヒトエの場合で，合成培地中ではほぼ完全な単細胞状態と

なる。ここに生海水や特定のバクテリアの培養液などを添加

すると元の葉状形態を回復することから，海水中には微量な

「形態形成物質Jが存在すると考えられてきた。演者らはこれ
までにマキヒトエの系を使い緑縫表面から分離したバクテリ

アの培養液に強力な葉状体形成活性を見出し，大量培養と苦

心の精製の結果，微量の活性物質を得ることに成功している。

今回，ついにその構造が明らかとなったので報告する。

活性物質は構造中lこ4級炭素やヘテロ原子の集中する部分
があり2DNMRでは相関ピークが極めて少なく構造決定が困難

であった。活性物質をメチル化，還元，酸性メタノールによ

る処理を経て得られる環化誘導体が極めて結晶化しやすく，

最終的にこの誘導体のX線結晶解析により構造を決定するこ

とができた。これまでの報告とは異なり分子式はC25H31N07で，

当初の高分解能マススベクトルの値を読み間違っていた。活

性物質はdrimanセスキテルベンにアクリル酸およびジピコリ

ン酸が結合したような構造になっており，ジピコリン酸誘導
体としては意外なことに世界で初めての天然物有機化合物で

ある。現在のところマキヒトエの他にアナアオサ，ボウアオ

ノリに関して活性を確認しており，今後多くの海藻について

試験し，葉状体形成の現象解明に向けた研究へと展開してい

きたい。
(*海洋バイオ研，神徳島文理大・薬)
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828 0大村嘉人事・河地正伸柿・竹下俊治問・笠井文絵柿・渡
遁信紳:DGGE法による地衣共生藻および気生藻の多様性解析

地衣類の繁殖方法は，地衣菌の胞子が飛散し現地で共生藻
を護得するか，裂芽や粉芽などの栄養生殖器官によって増殖
することが知られている。前者では宿主に対して共生穫が入

れ替わり，遺伝的に多様な組合せが生じると考えられるが，
後者では栄養生殖器官が地衣菌とそれに適合している共生藻
から構成されるために，母体と閉じ組合せのクローンが増殖
すると考えられる。

本研究では，裂芽による栄養生殖を基本とするウメノキゴ
ケを材料にして，本種が採集された静岡市清水地区の38地点
の墓地を対象として，地衣菌と共生藻それぞれのrDNAITS領
域の遺伝的多様性を解析した。さらに，ウメノキゴケが着生
している基物の気生藻を22カ所から採取し，Trebouxia属お
よびその近縁属のrbcL遺伝子に特異的なプライマーによって
増幅されたPCR産物を用いて変性剤濃度勾配ゲ‘ル電気泳動
(DGGE)法により基物の気生藻とウメノキゴ、ケの共生藻につい

て比較を行った。その結果，菌と藻の遺伝的な違いによる組
合せは10パターン検出され，分子系統解析によって両者の系
統は一致しないことから共生藻の入れ替えが生じていること
が示唆された。着生基物には地衣共生藻として知られる
Trebouxia属が 1.......数種気生藻として存在し，基物上のウメノ
キゴケの共生藻と同一である場合もDGGE解析によって多数確
認された。

以上の結果は，地衣類の栄養生殖器官による繁殖では，共
生に適合する気生藻を地衣体に取り込み，母体由来の共生藻
と入れ替えが起こることがあることを示唆している。このこ
とは，共生藻を入れ替えることにより地衣類が生態的な適応
範囲を拡大しているものと考えられる。
(*国環研・学振，神国環研，開広島大・院・教育)

830 0瀧下清貴*・石田健一郎帥・丸山正事:フコキサンチン
誘導体を有する渦鞭毛藻類Karenia，Karlodinium属のGAPDH

遺伝子の分子進化

光合成真核生物のGAPDHには，細胞質の解糖系で機能する
ものと，葉緑体のカルピンサイクルで機能するものの二タイ

プが存在する。光合成を行う渦鞭毛藻類の大部分はベリデイ

ニンタイプの葉緑体を有するが，その葉緑体内のカルピンサ

イクルでは，細胞質(解糖系)タイプGAPDHの遺伝子重複を

起こしたものが機能していると考えられている。ところが本

研究において，主要カロテノイドとしてベリディニンではな

く，フコキサンチン誘導体を有する Kareniaおよび

Karlodinium属の葉緑体内で、は，その細胞質タイプGAPDH遺伝

子由来ではなく，ハプト藻類の葉緑体タイプGAPDH遺伝子由

来の産物が機能していることが，分子系統解析により示唆さ

れた。 Kareni・aおよびKarlodinium属の葉緑体の起原はベリ

ディニンタイプのものとは異なり，ハプト藻類であると考え

られている。したがって，KareniaおよびKarlodinium属の共

通の祖先が三次共生によってハプト藻類を取り込んだ際，そ

のハプト藻類の葉緑体タイプGAPDH遺伝子が宿主である渦鞭

毛藻類に水平移動した可能性がある。
(*海洋科学技術センター，帥金沢大理学部)
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B31 0張文波ホ・武智克彰*・高野博嘉*・滝尾進柿:スサビ
ノリ葉状体のプロトプラスト化によるレトロトランスポゾン

遺伝子の発現誘導

レトロトランスポゾン(RE)は逆転写酵素をコードし， RNA 

を介してゲノム上の他の部位に転移する可動性遺伝因子であ

る。高等植物では細胞培養やプロトプラスト化により転移す

る胞が同定され，遺伝子機能解析に利用されている。 REはコ

ピア型とジプシー型に大別され，それらの逆転写酵素領域の

保存配列を用いたゲノミックPCRにより多くの陸上植物でそ
の存在が確認されている。しかし，穣類のREについては数種

の緑藻を除き報告されていなかった。私達は常法のゲノミッ

クPCRによりスサビノリからもコピア型・ジプシー型RE断片
が増幅できることを昨年度の本大会において報告した。今回

は，スサピノリから転移能をもっ胞を分離するため，葉状体

のプロトプラスト化により転写量が増大するREの検索を行っ

た。

スサピノリの葉状体とプロトプラストより全RNAを抽出し，
RT-PCRにより RE断片を分離した。コピア型RE断片はプロト
プラストからは増幅できたが，葉状体からは得られなかった。
一方，ジプシー型は葉状体・プロトプラストともに増幅され

た。ノーザン解析の結果，コピア型にはプロトプラス化によ

り発現が誘導されるクローンがあることがわかった。
(事熊本大・院・自然科学，柿熊本大・沿岸域センター)

B33 0長船哲轡*・板倉栄作*・江原友子柿:免疫電顕法に
よるユーグレナのLHCP11タンパク質の輸送経路

細胞核支配の光合成タンパク質は細胞質で合成されたのち，

どのような経路でプラスチド(葉緑体)に運ばれ，生物種に

よっては 2，3あるいは 4重膜をもっ葉緑体包膜をどのよう

に通過するのか。現在，このような解決すべき課題が残され

ている。本研究はユーグレナ(Euglenagracilis Z)の葉緑

体形成過程で，光化学系Eに光を集めるLHCP11分子がゴ‘ルジ
装置，ゴ、ルジ小胞，葉緑体への輸送に着目し，電顕観察した

ものである。ユーグレナをHutner培地で弱嫌気培養すると，
5日間で細胞質内にパラミロンおよびwaxesterが蓄積する。

このような脂質蓄積細胞を暗所で，アンモニウム塩を含む無

機培地に移し，1.硝炭酸ガスを通気すると脂質の減少にとも

なって，クロロフィルの合成能， RuBisCOの比活性，タンパ
ク質も増大し，プロプラスチドの内部構造の発達が起こる。

暗所144時間後の細胞に9，000ルックスの光を照射し，連続

超薄切片法を用いて，ゴルジ小胞の動態を電顕で追跡した。

その結果， 2タイプのゴルジ小胞が，葉緑体包膜と融合する
ことが分かった。同時に免疫電顕法によって， LHCP 11タンパ
ク質分子を追跡すると，ゴルジのトランス面からゴルジ小胞

によって，葉緑体に輸送されることが明かになった。さらに

は，ゴルジ小胞とミトコンドリア膜との融合像も観察された。
今後，免疫電顕法によって，ミトコンドリアのタンパク質に

ついても同じようにゴルジ局在の有無を調査したい。
(市日体大・生命科学，神東京医大・微生物)

B32 0平川泰久・石田健一郎:クロララクニオン藻への遺伝
子導入系の開発

クロララクニオン藻は二次共生由来の藻類で， 4枚の包膜

に固まれた葉緑体をもっ。この葉緑体にはその祖先となった

共生緑藻の退化核(ヌクレオモルフ)が付随する点で，進化

上大変興味深い。この葉緑体で機能するタンパク質遺伝子の

多くは，葉緑体やヌクレオモルフではなく宿主側の核にコー

ドされている。従って，細胞質で翻訳された葉緑体タンパク

質を2枚ではなく 4枚の膜を通過させて葉緑体内に輸送する
機構が，二次共生の過程で獲得されたことになる。どのよう

な機構がどのように獲得されたのかは，二次共生によって動

物細胞が植物化する進化機構を理解する上で大変興味深い。

近年，他の二次共生由来生物である珪藻やアピコンプレクサ

において，細胞質から葉緑体/アピコプラストへのタンパク

質輸送メカニズムのinvivO'解析が行われ始めた。しかし，二
次共生におけるタンパク質輸送機構の進化を総合的に理解す

るには，これらの生物とは大きく異なる細胞内構造をもっク

ロララクニオン藻でも解析が必要である。

本研究ではクロララクニオン藻において，葉緑体タンパク

質の輸送経路および機構をGFPを指標とし invivoで解析す
る為の遺伝子導入系の開発を行っている。現在までに，1)独

自のテスト用導入ベクターの作成， 2)形質転換体を選別する

為の抗生物質の選別，を行った。現在，パーティクルガンに

よるクロララクニオン藻への遺伝子導入条件の検討を行って

いる。今回は，これらの結果について報告したい。

(金沢大・理・生物)

B34 0山岸隆博'・菱沼佑輔・片岡博尚*.胞子体一配偶体プ
ロトプラストの融合により示されたハネモにおける核の再編

成

ノ、ネモBryopsis pl umosaの配偶体および胞子体から，小

型な核を多数有する配偶体プロトプラストと巨大核1つを有

する胞子体プロトプラストをそれぞれ調製し，これら異世代

のプロトプラスト聞での融合をおこない，それからの再生体

の形態，細胞壁や核の形状について解析した。

融合プロトプラストからの再生体は2つの異なるタイプ
(Type GとTypeS)に分けられた。 TypeGは胞子体由来の l

個の巨大核と配偶体由来の多数の小さい核をもち，その形態

は配偶体と酷似していた。一方， Type Sは胞子体の巨大核

に類似した多数の巨大な核のみをもっていた。連続的に顕微

鏡で観察した結果，これらの巨大な核は胞子体巨大核の分裂

によって生じたのではなく，小型の配偶体核の形態変化によ

り生じたことがわかった。 TypeSの細胞壁はxylanを主成分

とする配偶体の細胞壁を染色するCongoRedにより染色され

ないことから，胞子体と同じ細胞墜をもっ可能性を示した。
さらに，二次元電気泳動法による配偶体，胞子体， Type S 

におけるタンパク質の発現解析から， Type Sのタンパク質

の発現パターンは胞子体のタンパク質の発現パターンと極め

て類似することが明らかとなった。

以上の結果から，異世代プロトプラストの融合体からの
Type Sの再生は配偶体核から胞子体核へ核が再編成された結

果によると考えられる。
(事東北大・院・生命科学，帥山形大・理・生物)



835 0峯一朗・吉松公彦・小馬場宏晃・奥田一雄:多核緑藻
ハネモの配偶子流出運動

巨大多核細胞であるハネモの配偶体は直立する主軸と羽状

の側枝からなり，成熟すると側枝が配偶子嚢に分化して内部

に多数の配偶子を形成する。暗期の後，成熟配偶子嚢に光が

当たると配偶子の運動が誘導され，やがて先端部に開いた放

出孔から配偶子が放出される。配偶子が配偶子嚢の中から放

出孔を通って外に流出する運動(配偶子流出運動)は，方向

および速度において，個々の配偶子の遊泳運動とは無関係で

ある。また，配偶子流出運動は放出孔が聞いた後しばらくの

間持続することから，この運動の原動力は配偶子自体の鞭毛

運動や放出前に配偶子嚢に蓄えられた内圧によるものではな

いと考えられる。本研究では..ハネモの配偶子流出運動の仕

組みを明らかにするために，光を照射した後の配偶子嚢の形

態変化や，配偶子流出運動を顕微鏡ビデオ画像により解析し，

配偶子嚢の切断や化学固定の影響を調べた。

光を照射した配偶子嚢は配偶子放出開始までに継続的に収

縮し，全長は約10免ほど短くなった。また，高張処理により

光照射なしで配偶子放出が誘導された。光照射により配偶子

運動を誘導した配偶子嚢を切断した配偶子嚢断片でも，無傷

のものと同様に持続的な流出運動がみられた。光照射直後に

切断した配偶子嚢では，切断直後には起こらなかった流出運

動が時間の経過と共に観察されるようになった。配偶子嚢を

光照射直後にホルムアルデヒドで固定した場合は流出運動が

起こらなかったが，配偶子運動誘導後に固定した場合は流出

運動が観察された。

以上の結果から，ハネモ配偶子の流出運動の機構について

考察する。(高知大・理・自然環境)

POl 0笠井文絵本・川井浩史紳・井上勲本帥・属国智柿柿・渡辺真
之叫柿・河地正伸*・渡辺信*生物資源としての藻類の収集・

保存・提供

一部の藻類は生理学や遺伝学などのモデル生物として教育

や研究に用いられてきた。また，藻類が進化的に多系統であ

ることから，系統進化の研究に欠かせない実験材料であるこ

とも知られてきたし，機能性食品や抗腫揚物質を生産するも

のとしての利用可能性も示されている。特に日本では昔から

様々な藻類が食糧資源として利用されている。しかし，藻類

全体のもつ多機能性に比べると，その利用はまだ十分である
とはいえない。これは，必要な株が培養株になっていない，身

近にない，株のアノテーションや所在情報が欠如しているな

ど，収集・保存・提供体制が不十分であることによると考え

られるため、その改善が必要である。

現在，国が重要な生物資源を確保するため，生物ごとに中

核拠点を定めて生物資源の収集・保存・提供体制を整備する

ナショナルバイオリソースプロジェクト(文部科学省)が進

められている。藻類においては国立環境研究所が中核機関と

なり，筑波大学，国立科学博物館，東京大学(以上微細藻類). 
神戸大学，北海道大学(以上大型海藻)の6機関で藻類の体

系的な収集・保存を行うための整備が行われようとしている。
本発表では，ナショナノレバイオリソースプロジェクト「藻類」

の紹介と，藻類資源の利用拡大や収集・保存を，これらの機

関をこえて，日本全体に広げるための問題提起を行し、たい。
(*国立環境研究所，柿神戸大学，抑筑波大学，柿柿北海道大学，

一国立科学博物館)
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836 0関田諭子*・吉永臣吾事・末友靖隆柿・中村愛麻傘・奥
田一雄*.黄色植物におけるセルロース合成酵素複合体の進化

セルロースミクロフィブリル (CMF)は，原形質膜に結合す

るセルロース合成酵素複合体 (terminalcomplex = TC)に

よって合成される。 TCには.CMFを合成するとし、う機能は同

じであるが，構造の異なる複数のタイプが存在する。また，同

じ系統群に属する種は閉じタイプのTCを持つことから.TC構

造は植物の系統を反映することが示唆されている。

黄色植物門は，少なくとも11の網を含む大きな系統群であ

り，分子系統学的研究などにより，同一起源をもっと考えら

れている。黄色植物のCMFとTCの構造は，現在までに，褐藻
綱の9種，黄緑藻綱の3種，真正眼点、藻綱の1種，ファエオタ

ムニオン藻網の3種で明らかにされている。 TCを構成する頼
粒は，褐藻と真正眼点藻ではl列直線状，黄緑藻では複数列

斜め階段状，ファエオタムニオン藻では2列または3列で直

線状に配列する。すべてのTCは扇平なリボン状のCMFを合成

する。本研究では，黄色植物のCMFの形態およびTCの構造を

比較し，黄色植物における TC構造の進化について考察する。
(*高知大・理・自然環境，柿神戸大・自然科学研究科)

P02 0近藤公彦*・植田邦彦*・石田健一郎**.複数の葉緑体
コード蛋白質配列を用いたクロララクニオン藻の葉緑体の起

源に関する系統解析

クロララクニオン藻は二次共生由来の海産単細胞藻の1群
である。本藻群の葉緑体は4重の包膜に覆われ，その祖先と

なった真核藻類の痕跡核(ヌクレオモルフ)が付随する点で特

徴的である。以前の研究により，本藻群の起源はアメーパ鞭
毛虫類の無色ケルコゾア(Cercozoa)の一つが，二次共生によ

り緑色植物門に属する真核藻を取込み葉緑体を獲得したもの

であると考えられている。しかし，この葉緑体の祖先がどの
緑色植物かについては，過去の分子系統解析などでは研究ご

とに異なる結果が出されている。これは各解析において単一

の分子種のみを用いていることや，ヌクレオモルフコードの

分子の場合進化速度が通常と異なることなどが理由として考

えられる。本研究では，クロララクニオン藻の葉緑体の起源

についてより詳細な解析を行うため，葉緑体DNAにコードさ
れた複数の蛋白質(PsaA. PsaB. PsbA. PsbB. RbcL. TufA)の

アミノ酸配列を用いて，複数のクロララクニオン藻と緑色植

物の全ての主要系列，及びユーグレナ藻を含む系統解析を

行った。
その結果全ての解析で，クロララクニオン藻の葉緑体が単
系統であり緑色植物に由来することが再確認された。緑色植

物内での位置については，現在詳細な解析を進めており，そ

の結果に基づいてクロララクニオン藻の葉緑体の起源につい

て考察する。
(*金沢大・院・自然科学、肺金沢大・理・生物)
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P03 0坂口美亜子・中山岡IJ・橋本哲男・井上勲:太陽虫
Raphidiophrys contractilisの分子系統解析

太陽虫は淡水から海水域にわたり広く分布している捕食性

の原生生物で，軸糸微小管からなる仮足を細胞体から放射状

に伸ばした特有の形をしている。形態学的研究から太陽虫は

アメーパや放散虫と共に肉質虫類に分類されており，これま

でに微小管の配置パターンや鱗片，エクストルソームなどの

微細構造の報告がなされているが，分子データによる解析は

ほとんど行われておらず，その系統的位置は不明のままであ
る。そこで，本研究では有中心粒目太陽虫Raphidiophrys

contractili・sを用いて分子系統上の位置を明らかにすること

を目的とした。
18S rDNA遺伝子による系統解析を行った結果，本種は既知

の他の有中心粒目太陽虫と単系統を形成したが，他の原生生

物との類縁性は見られず，はっきりとした系統的位置を決定

することはできなかった。

詳細な系統的位置を確定するために，他の遺伝子情報とし

て a-tubulin及び b-tubulinを用いた分子系統解析を現在
行っており，その結果についてもあわせて報告する。

(筑波大・生物科学系)

P05 山本修・O大谷修司:松江市近郊放棄水田における緑藻
ミカヅキモ類の有性生殖と物理的環境要因

松江市西生馬町の放棄水田において，ミカヅキモ類の生活

史と物理的環境要因の関連を検討するために， 2001年12月~
2003年12月の期間，定期的にミカヅキモ類の採集を行い，現
地の水温，電気伝導度， pH，水深，照度を測定した。また、ク
ローン培養株を作製し，交配実験を行った。

放棄水田からは6種のミカヅキモが採集でき，優占種は

Closterium ehrenbergiiであり，本種の接合子とその発芽を

観察することができた。本種の配偶子の対合や接合子は，

2003年4月上旬"'5月上旬に観察され，この時期の水温 (10
日間の平均値)は約11'" 14t，水深3'"5cm，草本の背丈は
低く，照度(1日の最大値)は約50"'12001umens/sqfであっ
た。接合子形成後の6'" 10月は水がほとんどなくなり，草本
と落葉樹の葉が茂るため，照度は最大でも約600lumens/sqf 
であった。接合子の発芽は2002年11月土旬に観察され，水温
は約12t，水深数cm，草本は枯れはじめ，照度は200'"300 
lumens/sqfであった。栄養細胞の期間は12月"'5月中旬であ
り，水温は約4'"16tであった。電気伝導度は調査期間中170

'" 230凶/cm，pHは6"'7であった。本種はヘテロタリックで
あり，交配実験の結果，複数の+株および一株が得られた。
(島根大・教育)

P04 0御園生拓・梶里早・津田浩二:水素生産に向けた
Spirulinaの培養と酵素遺伝子解析

次世代エネルギー資源の開発は現代社会の急務である。燃

料電池を始め，燃料としての水素の需要は今後ますます高ま

るものと考えられる。そこで，生物の代謝機能を利用して水

素を生産する試みが1970年代から行われてきた。我々は，光
エネルギーによって水素を発生する生物としてシアノバクテ

リアのSpirulinaを選び，水素生産に向けた培養および代謝

制御法の開発をめざしている。

ぶ platensisN-39株を通常のSOT培地で培養し，得られ
たバイオマスよりキサントゲン酸カリウム-SDS (XS)法に
よってDNAを抽出した。水素代謝に関係する酵素のうち，ま

ず取り込み型ヒドロゲナーゼ(l:!up)の小サブ、ユニットをコード
するhu.凶遺伝子について，共通配列部分をプライマーとした
PCR反応による検出を試みた。しかし， DNA断片の増幅は全く

見られず，この株はHupを持たないことが示唆された。さら
に，双方向型ヒドロゲ、ナーゼおよびニトログナーゼについて

の解析を行うと共に，大量培養一プラント化に向けた培養液

としての海水強化培地の検討や，水素発生能力の詳細などに

ついての検討も行う。

(山梨大・工・循環システム)

P06 0出井雅彦事・南雲 保**海産珪藻 Trigonium 
formosumの増大胞子構造

徳島県堂浦湾内の海藻付着試料中より Trigoniumformosum 

の増大胞子を見いだした。これらの微細構造を観察したとこ

ろ，特徴的な構造を見いだしたので報告する。

Trigonium属の珪藻は，その名前が示すように三角形の殻

を持つものが多い。他にも三角形の殻を持つ属としては，
Triceratium属，Lithodesmium属，Lampriscus属などがあ
り，Li thodesmi um属や Lampriscus属の増大胞子は，円形の
中心珪藻では見られない特徴的なプロベリゾニウム

(properizonium)を持つことが知られている。今回の観察で，
同じ三角形の殻を持つ本種にも同様のプロベリゾニウムがあ

ることが明らかになった。本種の増大胞子は殻面観ではほぼ

正三角形であるが，帯面観ではつぶれた半球状で，背腹の区

別が見られる。増大胞子は，多数のプロベリゾニウムバンド

(properizonial band)と鱗片 (scale)で被われている。プ
ロベリゾニウムバンドは中央の 1個の Y 字形バンド

(triradiate primary band)とその外側を順々に取り囲むお
よそ15本の細い閉鎖型のバンドからなり，全体として三角形
の布のようになる。この布は，三角形のおむすび形の細胞を

互いの頂角が重ならない位置で背側から被い，さらにその頂

角部分で腹側を包み込む。そしてこのプロベリゾニウムバン

ドでは被うことができない頂角部分と腹側の一部は，多数の
鱗片で被われている。

(*文教大学女子短期大学部，紳日本歯科大・生物)



P07 0宮村新-*.南雲保特:ミルCodiumfragileの受精、
雌雄異形配偶子の構造と行動

緑色藻類の雌雄配偶子は走光性や走化性を利用して出会い

受精することが知られている。ミルCodium企"8gileの雌雄配

偶子はともに2本の鞭毛を持ち、眼点がなく、走光性を示さ

ないが、その大きさには著しい差がある異形配偶子である。

ミルの受精については光学顕微鏡をもちいた研究があるが、

詳細については不明な点が多い。そこで、ミルの雌雄配偶子

がどのようにして出会い、受精するのかを明らかにするため

に高速度ビデオによる配偶子の行動と超高分解能走査電顕に

よる細胞表層構造の観察を行った。

その結果、小さな雄配偶子はパピラの先端が多少突出した

涙滴形をしており、その表層は平滑であるのに対して、大き

な雌配偶子は丸みのある紡錘形をしており、パピラ以外の細

胞体表層が凹凸の激しい物質で覆われていた。雌雄配偶子の

鞭毛運動は鞭毛の基部で発生した波が先端部に伝橋される鞭

毛打であった。配偶子は、 2本の鞭毛を後方に向けて動かし、

雄は素早く、雌はゆっくりと遊泳した。雌雄配偶子を混合す

ると、雄配偶子は直ちに雌配偶子の周りに集まり、接近を繰

り返した。このとき、雌雄配偶子はお互いの鞭毛で接触し、つ

いで細胞体同士が接着した。雄配偶子の接着部位は、雌配偶

子のパピラの下側のこともあったが、それ以外の場合も観察

された。雄配偶子は、やがて雌配偶子表層の凸凹の激しい物

質に覆われて、雌配偶子の中に取り込まれ、動接合子が形成

された。 5'"10分後、動接合子の中で雌雄の核が融合し、そ
の後、動接合子は基物に着生した。

(*筑波大・生物科学系、特日本歯科大・生物)

P09 0半田信司*・益田芳樹林・坪田博美林*・中野武登本間.
中原美保附:ヌマカイメン(Spongillalacustri s)より単離

した共生藻の分類学的検討

淡水海綿のヌマカイメン (Spongillalacustri s)から共

生穫を単離し，培養による生活史の観察に基づいて分類学的

検討を行った。また，あわせて 18SrRNAによる系統解析を

行った。その結果，この共生藻はChoricystis属(緑藻，ト

レボウクシア藻綱)の一種であることが確認された。

淡水海綿の共生藻として一般的な小型の緑藻類は，これまで

zoochlorellaeとして扱われ，分類学的な位置はほとんど明ら

かになっていない。本研究では定量的な分離手法により，共

生藻をヌマカイメンの生体から 79株，芽球から 49株単離し

た。単離株はいずれもほぼ同様な形態であり，ヌマカイメン

に含まれる共生藻は1種であることが確認された。細胞は幅

1. 5 -3. 5凶1，長さ 2-4凶lの楕円形，長円形，洋ナシ形などで，

増殖は2個の自生胞子形成によるものであった。これらの形

質から，この共生藻は品oricystisminor(こ近縁と考えられ

る。なお，胞子形成の際に，出芽に似た不規則な分裂をする

細胞が高い頻度で見られた。

18S rRNA遺伝子による系統解析からも，解析を行った単離株
は野生およびミドリゾウリムシ (Parameciumbursaria)に

共生している C.minor(こ近い系統であることが示された。
(* (財)広島県環境保健協会，*勺11崎医大・生物，同広島大・院・

理・生物科学，帥紳広島工大・環境・環境情報)
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P08 0河地正伸e・M-HNoel*.W. Yongmanitchai柿・彼谷邦
光*帥・笠井文絵*・渡遺 信事.タイ沿岸域におけるハプト藻

P1atychrysis属の多様性

タイのKasetsart大学と協同で，多様な沿岸環境と陸水環

境を対象として，微細藻類の多様性調査を行っている。これ

までの調査から，種々の微細藻類を検出できたが，中でもハ

プト藻，P1atychrysis属の構成種は，塩濃度の異なる様々な

環境において広範囲に分布が確認された。特にマングロープ

域や養殖池では， ドミナントな種の一つであった。

P1atychrysisは，扇平・円板状の細胞形状と細胞表面を覆う

鱗片の微細形態により特徴づけられ， 4種が記載されている。

タイ沿岸環境から，分離・確立した約20株の培養株について，

光学顕微鏡，電子顕微鏡による形態観察と分子系統解析，そ

して予備的な毒性調査を行っている。これまでのところ

Platychrysis simplexとP.pinarriiに加え，鱗片の微細構

造上の特徴から l新種を確認した。 18SrDNAの系統解析で、は，

Platych工ysisの種群は有毒性のPrymnesium属の種群および

臼'rysochromuli na属の一部の有毒性種と単系統群を形成した。

Platychrysisの遊泳細胞はPrymnesiumに酷似しており，近縁

性が指摘されていたが，Platychrysisに最も近縁なのは
臼rysochromulinakappaで、あった。予備的な毒性試験では，

これまでに調査した5株の Platychrysisのうち 2株で

Prymnesiumと同レベルの強し、毒性が認められ，有毒性ハプト

藻群の単系統性が示唆された。

(*国立環境研究所， **Kasetsart大学，関東北大学)

Pl00M-Hl、Joel*. M. Kawachi*・W.Y ongmanitchai"・F.Kぉai*.M. 
M.W;翻 nめe・:Biodiversityofmiαoalgae in Southem百lailandmangroves 
ηle Ranong mangrove forest is located on the Andaman Sea coぉtof
southem百lailand.4 different mangroves were selected for the microalgae 
biodiversity study; natural (up and downs甘eam)，exploited (abandoned 
tin mining) and rehabilited (3 year百oldseedling plantations) mangroves. 
6 sites with 26 surface-sedinlent samples were collected on 15・16血Sep.
2003. Thin surface ofsediment加 dits interstitial water was collected. 
Samples were subdivided for fixation with glutaraldehyde and for 
悶 ichrnentculture， and all samples were brought back to Japan. 10 days 
after collection， new enric胎nent(latee町ichrnent)was prepared釦 d130 
S甘ainscould be isolated. 
百lesalinity ofthe delta waterway， Klang Ngao， r加 ged企om12 to 
24%0.百lepH and dissolved 0勾genwere sporadic (site-samples) with 
a range from 6.6 to 8.0 for the pH and 21 to 87% for the DO. Warm 
temperature characterized in general all the samples (26-32 oC). On引旬
measurements ofthe nu仕ientsgave a range of concen甘ationinmダLof
<O.OJ to 0.1 in N02.; <1 to 2 in N03-; <0.16 to仙悶/;<0.05 to 5 in 
PO/-. Though discrepancy ofthe concen甘ationswithin each site，出e
highest levels of nu甘ientsconcen回tionswere found in natural type of 
m組.groves.Diverse genuslspecies ofmicroalgae ωuld be revealed after 
enrichrnent technique with green， yellow-green and red picop加水ton;
green coccoids; colorless f1agellates. The microalgae taxa observed were 
chlorophytes， prasinophytes; raphidophytes; dictyochophytes; 
chrysophytes; haptophytes; cryptophytes; unicellular rhodophytes; 
dinoph戸岱釦dcyanobacteria. Interestingly， the late enrichrnent plates 
showed different microalgae∞mposition出回出eplates prepared on 
the collection day， with more numerous and diverse microalgae content， 
especially for the haptophytes. For example， Platychη'Sis species were 
present only in late enrichment plates. The detailed microalgae 
∞mposition and abundance will be presented in白epost民 wi由加alysis
ofthe field parameters inf1uence. (*National Institute for Environmental 
Studies， Japan， **Kaset鈎 rtUniversity， Thailand) 
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Pll 0川見寿枝*・岩滝光儀*・高山晴義仲・吉田天土問・広
石伸E日本・松岡数充*日本沿岸における無殻渦鞭毛藻
Gymnodinium microreticulatumの出現

2000年9月に福井県小浜湾.2002年8月に長崎県佐世保港
で採集した無殻渦鞭毛藻の培養株を作製し，光学顕微鏡と

SEMによる観察をおこなった。細胞は楕円形で，条線構造の
ない典型的なGymnodiniumの特徴を示し，細胞長25-3-3SEMで
は，馬蹄形の上錐溝と，葉緑体と同じ方向への細胞表面の畝

状構造が観察された。これらの特徴は2株で共通しており，核

の位置と葉緑体の形状より ιmicroreticulatumと同定され
た。本邦では本種の初出現例となる。さらにSSUrDNAによる
分子系統解析をおこなった結果，本種はσymnodiniumStein 
emend. G. Hansen et Moestrupの系統群中で、ιcatenatumと
最も近縁となった。本種はG. catenatumと類似した網目模様

をもっ小型のシストを形成することが知られている。同様の

シストは対馬や伊万里湾から報告されていたが，種同定には

至っていなかった。麻療性員毒原因種であるιcatenatumの
分布はシストからも把握しうるが，今後この結果より，麻庫

性貝毒原因種でない本種とG.catenatumOコシストを確実に識

別することが必要となる。
(*長崎大・水産，**広島7](試，附福井県立大・生物資源)

P13 0奥田弘枝*・中川禎人**カラギーナンの特性変化と
金属類の結合能

[目的] 海藻多糖類は大量の水を保持し，食物繊維の有する

イオン交換性により重金属イオン等による体内汚染を防ぐ効

果が注目されている。一方，アルミニウムイオンはアルツハ

イマー病や透析痴呆との関連性が疑われていることから，ア

ルミニウムと海藻多糖類とがイオン交換することによってこ

れらの毒性を防ぐことできるのではなし、かと考えられる。本

研究では，カラギーナンとアルミニウムイオンとの結合能お

よびその特性変化をか vitroで、明らかにすることを目的とす

る。

[方法] 市販品の ιーカラギーナンから転換したカルシウム

型カラギーナンを用いて，硝酸アルミニウムおよび乳酸アル

ミニウム溶液中における反応時間・温度・濃度・pHの違いに
よるアルミニウムイオン交換能をキレート滴定法で測定した。

[結果] 反応時間の早い時期から硝酸アルミニウム，乳酸ア

ルミニウムともに約90"""'70%の結合率を示した。温度の影響
は，両溶液ともに温度が高くなるにしたがって結合率が上昇

し、 500Cで100""'"90%の交換率であった。濃度の影響は，高
濃度になるにしたがって交換率が増加し.o. 1Mでほぼ平衡に
達した。
(*広島女学院大**九州栄福大)

P12 0江原 亮*・大谷修司柿・石飛 裕*料・園井秀伸帥*. 
中海における渦鞭毛藻Prorocentrumminimum赤潮の消失と細

胞内デンプン粒の増加

中海における赤潮の優占種は渦鞭毛藻Prorocentrum

minimumで、あり，細胞密度が5月にピークを迎え.6月には急

激に減少することが報告されている。本研究では、赤潮消失

のメカニズムの解明を目的とし，中海の3定点において船上

より試料を採取し，①細胞数の時間変化，②細胞数の空間変

化(垂直・水平).③細胞を占めるデンプン粒の割合の時間変

化を調べた。

2003年は，赤潮が4月16日に発生し5月28日には消失した。
本種による赤潮はパッチ状に分布するため，地点により細胞

数に変動はあったが，中海湖心において5月21日に細胞密度
の最高値は5.0x 107 cells/lで、あった。細胞数は，風による
擾枠のない限り，表層で最も高い値を示した。中海湖心試料

では，細胞内のデンプン粒が占める割合は，赤潮発生初期に

1割程度で、あったものが後期には4割程度まで増加し，デンプ

ン粒の占める面積の値は.3倍以上となった。また，赤潮発生

初期に比べて後期にはデンプン粒そのもののサイズが大きく

なることが観察された。発表では.1997年に島根県保健環境
科学研究所により採取された試料を用いて，デンプン粒の増

加と栄養塩の関係についても併せて報告する。

(*島根大・院・生物資源科学，紳島根大・教育，間島根県保

健環境科学研究所，材料島根大・汽水研セ)

P14 0山岸幸正*・靖国道夫**紅藻イバラノリ属砂'jJlleaの
分類と系統

紅藻イバラノリ属Hypn四(スギノリ目，イバラノリ科)は

世界で約50種，日本では12種が認められている。日本およ
びマレーシア各地から採集した標本の形態学的観察を行い，

さらにrbcL塩基配列をもとに本属の分子系統学的解析を行っ

た結果，西太平洋域で未報告であるいくつかの種の存在が確

認できた。特に以下の2つの新種について詳しく報告する:
( 1)和名フサゲイバラ。本州、|日本海沿岸に分布し，明瞭な主

軸を持ち，分校回数が少なく(第3"""'5位).周軸細胞はしば
しば細くなり，藻体全体に垂直方向に真っ直ぐな不定枝を密

に形成する。台湾のH. boergese刀iiと形態が似るが、本穫は

枝の出る角度が広く、不定枝が細長いなどの特徴で区別でき

る。 rbcL塩基配列は属内の他種と27"""'87bp異なり，分子系
統樹ではイバラノリを含む主軸の明瞭な種からなるクレード

に含まれた。 (2)北海道南部から本州日本海沿岸に分布し，明

瞭な主軸を持ち，第5"""'7位の分枝がみられ，非常に細長く
なる不定枝を密に形成し、しばしばクチクラが厚くなる。

rbcL塩基配列において属内の他種と 45""'"103 bp異なり，分
子系統樹ではホシガタイバラ・大西洋のH.musciformis・ヒ

モイバラ・スジイバラノリからなるクレードに含まれた。本

種はH.musciformisと単系統となったが，後者がカギ状校を

形成するのに対して前者にはカギ状枝はみられない。

(*福山大・生命工，柿北大・理・生物科学)



P15 0川口栄男*・属国智林:インドネシア産紅藻イソノハ
ナ属(ムカデノリ科)の一種について

ハワイのビショップ博物館標本庫の標本中に，薄いパラ色

で，楕円形ないし卵形をした膜状の藻体を持つ材料が4点見

出された。これらはすべてインドネシアのパタム島 (01-02'

N; 104ー02'E)から採集されており，仮の同定でカリメニア

属の種とされてた。しかし，詳しい観察の結果，本藻の雌性

体はアンヒ。ュラ構造を有し，ムカデノリ科に属することが判

明した。本藻の特徴は:1)藻体に円形の小孔が散在する;2) 

皮層は薄く， 3 -5細胞からなる;3)髄層部は細胞糸が疎ら

に分布し，皮層聞を垂直に走るものが顕著である;4)皮層下

に屈折性の大型星状細胞が時折みられる;5)助細胞アンピュ

ラは第3位まで分枝し，開口部が狭し、;6)四分胞子嚢は皮層

に埋在し，十字状に分裂する。これらの特徴のうち，疎らな

髄糸が皮層聞を垂直に走る栄養体構造や第3位まで分枝する

助細胞アンピュラ構造は，本藻がイソノハナ属の種であるこ

とを強く示唆する。 rbcL遺伝子解析もこの形態学的観察結果
を支持した。

インド・太平洋海域で，イソノハナ属の種は20種以上が報

告されているが，楕円形で孔のある藻体を持つ種はこれまで

知られていない。形態的に最も類似したインド原産の

晶 lymeniaporphyraeformis (= H. porphyroides)は，そ
の外形が円形で縁辺が波打つこと，また藻体に孔がない点で

異なる。本種はイソノハナ属の新種で、ある可能性が高いが，

最終的結論を出すにはさらに検討が必要であろう。

(キ九大・院・農，材北大・先端科学センター)

P17 0吉崎 誠・鈴木雅大:佐渡ヶ島産コナノ、ダ属の果胞子
体形成過程

コナハダ属植物は熱帯・亜熱帯海域に広く分布する。日本

海の本州沿岸は対馬暖流の影響を強く受ける所で，北山(国

立科学博物館)によると青森県大間までコナハダ属植物が生

育するとし、う。佐渡ヶ島ではNoda(1987)が両津市願からヨゴ

レコナノ、ダを採集したとしづ報告がある。演者らは両津市玉

崎と両津市浦川で多数のコナハダ属植物を採集し，有性生殖

器官と果胞子体形成過程を観察したのでここに報告する。

玉崎では5月"'8月にかけて出現し，親水護岸基盤として
設置したコンクリー卜壁の低潮線付近に群生する。高さ 3か

ら12cm，直径3'"5mmの盤状付着部から直立し，直立枝は規

則正しく叉状に5から10回分枝する。基部の太い所で、直径3mm

で，先端に向かつて次第に細くなる。色は黄色がかった褐色

である。雌雄同株で雄性生殖器官は同化糸の先端部に形成さ

れる。造果枝は同化糸の基部細胞から数えて 1"'2番目の細

胞に形成される。支持細胞の肩部が細胞質を充実してここに

造果枝が形成される。後にこの肩部が少し成長し，造果枝は

支持細胞に側生的に形成されたようになる。受精後造果器は

上下2個の娘細胞に分割し，上部の細胞が盛んに細胞分裂を
してゴ.ニモブ、ラストを形成し，下部の細胞は柄細胞として残

存する。ゴニモブラストは同化糸の聞をぬいながら伸長成長

する。この果胞子体はmoderatelydiffuse type (Huisman 

and Wynne 1999)である。

(東邦大学大学院理学研究科)
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P16 井上真吾本・成瀬豪*・oGregory N. Nishihar♂・馬田
智帥・寺田竜太*.日本産紅藻オゴノリ科5種の生長に対する
光・水温等の影響

紅藻オゴノリ科は，食用や寒天の原藻として各地で利用さ
れているが，生長等に対する環境条件の影響についての知見
は十分に得られていない。そこで本研究では， 5種の生長特
性と光合成活性，塩分濃度等に対する耐性を明らかにするこ
とを目的とした。

材料は，鹿児島産ツルシラモGracilariachordaと本種に
生殖器官の形態が近縁な沖縄産ιsp.1 (Gr-1)，沖縄産クピ
レオゴノリ ι blodgettiiとιsp.2 (Gr-2)，鹿児島産オオ
オゴノリ ι gigasを用いた。培養は，光周期 12Ll2D，光量
46-156μE m-2 sec-t，水温16-32"Cの条件の組み合わせで21日

間実施し，生長率を得た。光合成活性は，プロダクトメーター
を用いて光量0-410μEm-2 sec-t，水温16-32"Cの条件の組み

合わせで実験した。塩分濃度の耐性は，天然の海水を100犯と
して0-200協の条件で21日間培養した。

その結果，生長率と酸素発生速度とも，ツルシラモは水温
16一200Cが高かったが， Gr-1は280Cが最も高く，異なった。ま
たクピレオゴノリと Gr-2も， 280Cが最も高かった。一方，オ
オオゴノリは240Cが最も高かった。塩分濃度は，クピレオゴ
ノリが50九海水でも生残したが，オオオゴノリと Gr-2は体色
が白色に変化し，種によって異なった。このことから， 5穫

の至適生長条件は，各材料の生育環境や成熟時期の水温等と
の関連が示唆された。また，ツルシラモとGr-1では至適水温

が異なったが，cox2-3のspacer領域に基づく分子系統解析の
結果， Gr-1はツルシラモに最も近縁な姉妹群となったが、

2.3犯の塩基置換が生じていた。今後は，ツルシラモ近縁群の
分類についてもさらに検討する必要があると考える。
(キ鹿大・水産，糾北大・先端研セ)

P18 0高橋潤*・飯塚治**・植木知佳伸・嵯峨直↑亙紳・海産紅
藻スサピノリ 3株の単胞子を用いた諸形質の多型性に関する

研究

海産紅藻スサピノリ (Porphyrayezoensis Ueda)は重要
な水圏の産業種である。本種は，配偶体世代である葉状体(n)

の主に初期発生に単胞子を放出し葉状体になるといった副生

活環を併せ持つ。単胞子は遺伝的にクローン同様の無性の生

殖細胞であり，放出誘導が可能である。このため，単胞子を

用い，その後の分裂様式の観察により，株特有の遺伝形質を

明らかにすることが可能と考えられる。
本研究ではスサピノリ純系3株 (TU-1，TU-2， TUH-25)の単

胞子を材料として用い，これらの分裂様式，単胞子の大きさ，

時間経過に伴う分裂の方向性，細胞分裂数等といった諸形質

の比較検討を行った。

結果として， 3株とも一様に， 2細胞期に基部細胞が仮根細

胞に変成して，細胞分裂が停止し， 3細胞となるものが多く

存在し，その後，基部上部の細胞が分裂し成長した。単胞子

の大きさはTUII-25，TU-1， TU-2の順に大きく，有意な差がみ

られた。第一縦分裂はTU-1，TU-2は10細胞前後， TUII-25は

20細胞前後で生じた。成熟日数ではTU-2が最も早く， TU-1， 

TUH-25の順であり，成熟パターンはTU-1型とTU一2型の2つ存

在することが示唆された。これらのことから，単胞子の大き

さや第一縦分裂が生じるタイミング、等の初期発生パターンが，

葉状体の形態や成熟等の形質に大きく関与していると考えら

れる。
(*北大・水産・生物，帥北大院・水産・生命)
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P19 OYAN Xing-hong'， LI Lin'， LIANG Zhi-qianピandARUGA
Yusho": Genetic analysis ofpigmentation mutants in Porphyra 

haitanensis Chang et Zheng (Bangiales， Rhodophyta) 
Several pigmentation mutant strains with different colors were 

obtained after treatments ofyoung gametophytic blades of Porphyra 

haitanensis with Nィnethyl・N'-nitro・N・nitrosoguanidine(MNNG) 

or60C0・yray.The mutant strains were relatively stable in color in 

both gametophytic blade and conchocelis phases. Blades of each 

mutant strain showed characteristic differences in their in vivo 

absorption spectra， and had different contents of the m吋or
photosynthetic pigments (chlorophyll a， phycoerythrin and 
phycocyanin) as compared with the wild type and with each other. 

When a red orange mutant was crossed with the wild type， there 
appeared 4 color phenotypes (2 parental and 2 recombinant colors)， 
4 types of single-colored blades and many types of color-sectored 

blades with 2-4 sectors in the F} gametophytic blades developed 

from出eheterozygous conchocelis. Over 95% ofthe F} blades were 

color-sectored. These results indicate that the color phenotype of 

the mutant was a result oftwo mutations in different genes， and that 
in P. haitanensis the meiosis occurs during the first two cell divisions 

of a germinating conchospore. Thus， it is considered that the initial 
four cells of a developing conchosporeling constitute a linear tetrad 
leading to the formation of sectored blades later. Althouth the 

gametophytic blade of P. haitanensis is dioecious and different仕om

the monoecious blade of P. yezoensis， the meiosis occurs at the same 

stage in the life cycle ofboth species of Porphyra. 

(*Key Laboratory ofGermplasm Resources， Ecology in Aquacul.， 
Ministry of Agricul.， Sh阻 ghaiFish. Univ.， China; "Tokyo Univ. of 
Agricul.， Japan) 

P21 0吉田吾郎*・新井章吾帥・寺脇利信*.広島湾の内湾域
に設置した基質上の海藻類の出現特性一種間競合の推定一

広島湾の大野瀬戸は周年静穏であり，人工護岸に沿って海

藻類の生育が見られる。同地には，潮間帯にはアナアオサが，

また漸深帯にはマクサ等の紅藻類が繁茂し，アカモク，タマ

ハハキモク等の内湾性のホンダワラ類が疎生している(寺脇

等 1997)。同地における植生の形成過程を調べるために，現

地海底(水深1m)に1996年6月から 1997年7月までほぼ1ヶ

月に1回，合計11区の実験基質 (40x 40 x 10cm)を設置し，

1999年2月まで基質上に出現した海藻類とその被度を追跡し

た。実験期間中に基質上に出現した海藻類の全種数は，緑藻

6種，紅藻36種，褐藻11種の計57種であった。 設置月の異

なる 11区の基質のうち，どれか1区において被度が50覧以上

になった種は，アナアオサ，ミゾオゴノリ，マクサ，タマハ

ノ、キモク，アカモク等言十8種で、あった。これら主要種の基質

上への出現の様子から，特に多年生紅藻類と l年生ホンダワ

ラ類の競合関係について考察する。

(*瀬戸内海水研， 柿株・海藻研)

P20 0 鈴木雅大・吉崎誠:佐渡島の海藻相についてのいく
つかの新知見

佐渡島は本州、旧本海沿岸のほぼ中央に位置し，周囲220km

という大きな島である。良く発達した岩礁に固まれた複雑な

海岸線に豊富かっ多様な海藻が生育している。演者らはこれ

までに10回の採集・調査を行った。島の海藻相は対馬暖流の

影響を強く受けた暖温帯性フロラに属し，北緯37-380とい

う高緯度にありながらフサイワヅタ，ヨゴレコナハダ，ソデ

ガラミ等，属としては亜熱帯性の海藻も見られる。また，ア

オノリ類，Ectocarpus等の着生褐藻類，アミジグサ類，ウミ

ウチワ類等が目立って多く，特にカイフモク，フシスジモク

等のホンダワラ類は夏季でも干出する事が無い為年聞を通し

て群生が見られる。それに対し，潮間帯において紅藻類が見

た目に少なく，多くが漸深帯の深所に生育する。また，島の

日本海側の岩礁地帯では冬季に季節風の影響を受けた荒波に

洗われるため潮間帯を遥かに超えた高所にウップルイノリが

生育する。これまでに広橋(1937)，Noda (1960， 1973， 1975， 

1982 and 1987他)，矢田 (2002)による報告があり，特にNoda

は詳細な調査・観察を行し、348種を記載した。その内訳は緑

藻33，褐藻120，紅藻195である。演者らの調査を加えて整理

すると緑藻40，褐藻96，紅藻184の計320種となる。新産種は

緑藻11，褐藻11，紅藻9種で，この内ナンパンハイミル，ヒロ

ハコモングサ，ガサガサハパモドキ等を新知見として紹介す

る。

(東邦大学大学院理学研究科)

P22 0寺脇利信*・吉田吾郎*・三浦正治榊・岸田智穂柿・玉
置 仁川:容積2トン屋外水槽でのアマモおよびアカモクの
生長と成熟

1997年6月，容積2トンのFRP水槽に浜砂を敷き，注水ホー

スの出口を砂中に置き，海水を排水管上部からオーバーフ

ローさせ，浮泥の沈積を防いだ。藻食性の小型巻貝等を投入

し，珪藻類などの繁殖を抑制した。人為的な環境の擾乱を避

けるため水槽の壁面を掃除しない状態で，海草・藻類の栽培
を続けた。

1998年6月に播種したアマモは，翌年1月に10発芽体が確

認され，夏に32株に達したものの，花枝を形成しなかった。

アマモは，季節消長を経て，発芽後2年目の繁茂期から毎年

花枝を形成し， 5年目の繁茂期には394株(栄養株167株，花

枝227株)に達した。アマモ葉部(花枝を含む)の生産・脱

落量は，発芽後4年目が293g.d. w. /m2/y， 5年目が352g.d.w./
m2/yで、あった。水槽内で栽培され成熟したアカモク第一世代

を母藻として2002年1月に採苗された第二世代の藻体は，翌

年1月に最大で藻長89cmに達した。第一世代のアカモクは，

付着器から繰り返し新生した茎が伸長せず，巻貝類の食圧を
強く受けていたと考えられる。

(*瀬戸内水研，榊(財)海生研・実証試，間石巻専修大)



P23 0松山和世*・芹津知比古柿・川越力開・藤下まり子*削.
河野重行*榊:暖海産および寒海産コンブ科藻類のゲノムサイ

ズについて

暖海産および寒海産コンブ科藻類のゲノムサイズを比較す

ることを目的に，成熟したカジメ胞子体(暖海産)とマコン

ブ胞子体(寒海産)を採集し，それらの遊走子の核DNAを蛍

光定量した。

カジメは千葉県・小湊地先から，マコンブは北海道・臼尻

地先から採集した。藻体の子嚢斑部位を切り取り，それを数

十分乾燥させた後，滅菌海水に漫し，遊走子を放出させた。遊

走子懸濁液を遠心機にかけて遊走子を集め，カルノアで固定
した後， 70%エタノール中で冷蔵 (4"C)保存した。 RNase処

理した遊走子をプロピディウムイオダイドで染色した後，

レーザースキャニングサイトメーターを用いて核DNAの蛍光

量を測定した。今回はコンブ科両種の核DNAにおける相対値

を得るための内部標準として，蛍光ビーズを用いた。また，同

様に染色したシロイヌナズナの葉から単離した核

(2n=230.8Mbp)と蛍光ビーズの蛍光量比から，コンブ科両種

の核DNA量を算定した。
その結果，カジメの核DNAの蛍光量は，マコンブのそれの

およそ1.45倍であることがわかった。また，これらの測定値

から算定したカジメおよびマコンブのゲノムサイズは，それ

ぞれ378.7Mbpと260.8Mbpであった。カジメの方が大きいこと

が明らかになったことから，測定する種数を今後増やすこと

で，北方起源であるコンブ科藻類のゲノムサイズは寒海域に

分布する種より，暖海域の種の方が大きい傾向が見られる可

能性がある。
(*海洋科学技術セ，柿学振(千葉大・海洋セ)， *柿北大院・水
産，間*東大・新領域)

P25 0国井野清也*・大河俊之本・檀野修一軸・木下泉柿:高
知県鏡川汽水域に生育するコアマモの成熟

[目的】鏡川に生育するコアマモの繁殖生態を明らかにする。

[方法)2002年1月から2003年12月にかけて毎月 l回，鏡川

汽水域の2地点において方形枠を用いてコアマモを採取した。

持ち帰った草体は栄養株と花穂を持つ繁殖株に分けて計数を

行うとともに，草丈の計測，地上部と地下部の乾燥重量の測

定を行った。繁殖株については花穂の成熟度を6段階に分け

て観察した。環境条件としてコアマモ群落の上流端から下流

端の聞に設けた7地点で，最深部の水温，塩分を表層から底

層まで1m間隔で測定した。

I結果]栄養株は2003年3月に384株1m2と最小，2003年8月
に4363株1m2と最大になった。繁殖株は5月から形成され始
め，2002年9月に3424株1m2と最大になった。この時期には
繁殖株が総株数の57.5協を占める地点も見られた。成熟の早い

個体では， 6月に蔚が開裂し， 7月に開裂した脂肪援から種子

が確認できた。繁殖株は3-4月にかけては形成されなかった。

本汽水域に生育するコアマモは既存の内湾等に生育するもの

と比べ，大量に繁殖株が形成されること，繁殖期が長いこと

が特徴的であった。
(*高知水試，神高知大・海洋セ)
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P24 0芹津知比古*・井本善次帥・大野正夫柿・田井野清也
制.石川徹*軸:土佐湾の磯焼け海域におけるスポアバッグ法

によるカジメ藻体の出現と拡散

人工的な海中造林による磯焼け海域の緑化を行な91ための手
法検討として，大型多年生褐藻のカジメを用いたスポアバッ

グ法の効果を検証した。ブイとオモリに結んだ網カゴめ中に

成熟したカジメ藻体を入れ， 1999， 2001， 2002年の秋挙(10

""11月)に，土佐湾の磯焼け海域である宇佐地先の水深5""
10mの海底にそれぞれ区域を違えて設置し，カジメの出現の

有無，出現時期，出現場所および生育状況ついて調べた。

その結果，いずれの年に設置した区域でも，その翌年の春

季(3""4月)にはカジメ幼体が多数(10""100個体1m2)出現し，
8月までは徐々に個体数を減少させながらも生残したが， 9""
10月には全て消滅することが分かつた。消滅した理由として

は，台風などによる波浪や，藻食性動物類による食害の影響

が考えられた。 1999年に設置した区域では，翌年の春季に出

現した藻体が秋季に子嚢斑を形成するまで残存した後に消滅

したため，翌々年にもカジメの出現が確認された(9""10月に

は消滅)。スポアバッグ設置個所から最大で26m離れた場所で

カジメの出現が確認され， 1つのスポアバッグから半径10m以

内にはカジメが高密度に出現することが分かつた。カジメが

衰弱すると考えられる高水温期の8""9月に，波浪や食害の

影響を最小限に止めることで，カジメは子嚢斑を形成して次

世代を生産できるものと考えられ，継続的なカジメ場の形成

に繋がることが期待される。
(*学振研究員(千葉大・海洋セ)，輔高知大・海生セ，開高知

水試)

P26 0松井香里*・青木優和**・北沢克巳榊:全国重要藻場
調査(環境省自然環境保全基礎調査)の経過報告-1.調

査開始の経緯と調査の現況

平成11年5月，ラムサール条約第7回締約国会議において

各国の国際的に重要な登録湿地倍増が決議されたことを受け，

環境省は平成14年2月に藻場を含む全国の湿地から「日本の

重要湿地500Jを選定発表した。その選定経緯において我が

国は海に固まれ沿岸の多様な生態系に恵まれていながら，藻

場の実態の把握が不充分であると再三指摘された。そこで演

者等は平成14年度より 5ヵ年計画で，藻場に関わる多分野の
専門家の協議を経て統一された手法を設定し，選定された全
国の重要な藻場129カ所を対象に専門家による調査を開始し

た。本調査では，毎年10-11カ所を重点的に，それ以外につ

いては簡易調査を加えている。

これまでの調査結果から，磯焼けの現況，海藻分布の変化，

日本初記録や未記載種発見，葉上動物の密度や分布の傾向な

ど，新規の情報が蓄積され始めている。今回は調査経過を伝
えるホームページ(http:llwww.moba-r.jp1)の掲示から調査を
行った藻場について，正確な位置，海草・海藻の分布，葉上動

物の様子を一括して紹介する。調査現場ではビデオ映像も蓄
積もしており，各標本は環境省生物多様性センターで保管・

管理する。環境行政，水産学，生物学のそれぞれの分野を繋

いでベテランと若手が連携・協力する場を提供し，葉上動物

の生息分布状況も手がけて，新しい取組みの発展を目指して

いる。
(*国際湿地保全連合日本委員会，神筑波大学下回臨海実験セ

ンタ一、間環境省自然環境局生物多様性センター)
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P27 0桐原慎二*・藤川義一榊・能登谷正浩***.キタムラサ
キウニの摂餌を利用したマコンブ藻場造成

キタムラサキウニの摂餌を利用して雑海藻を除去し，マコ

ンブ藻場の造成を試みた。 2001年10月に大間地先水深5mの

スガモ 有節サンゴモ混生群落中に 144rrfの観察区を設け，

植物の生育状況を観察した後，観察区の中央に2500個体のウ

ニを放流した。その後，翌年3月まで毎月ウニの摂餌による

裸地面形成状況と生育植物を観察した。 2002年3月には放流

したウニを採取し， 10月には植物現存量を求めた。その結果，

裸地面は，放流の翌月に52m2，翌年3月には81m2(観察区の

56%)となった。有節サンゴモ類とスガモ群落は放流時には

各々約102m2，29m2であったが，翌年3月にはウニの摂餌に伴

い31m2，23m2に減少した。 10月には，裸地面以外の場では植

物は26穏， 3.6 kg 1m2で，うちスガモが2.5kg/m2と卓越し，
次いでヤハズシコロ 436g/m2，ジョロモク 268g/m2であった。

マコンブは59g/m2(5.3個体1m2)のみであった。裸地面では

26種の横物が認められ，マコンブーは570g1rrf (39個体1m2)で

総植物現存量の90%を占めた。ホンダワラ類の幼体も同所に

観察され，ジョロモクが173個体1m2で最も多かった。これま

で大間崎沿岸では成熟時期の違し、から，12月以前に新生面を

造成した場合にはマコンブが， 1月以降の場合にはジョロモ

クが多く発生することが知られている。従って，マコンブ成

熟期にウニを大量に放流し，その摂餌により裸地面を形成さ

せることで，マコンブ藻場の再生が可能と考えられた。

(*青森県増養殖研，料青森県水産振興課，開東京海洋大)

P29 0佐藤康子*・桐原慎二h 能登谷正浩.*.褐藻ツルモの
種苗生産技術の開発

青森県で食用にされるツルモの養殖種百の作成方法を検討

した。 2003年9月に三厩地先の水深5mで採取された成熟個

体から遊走子を得て， 50ml容管瓶中で培養液にPESIを用い

て，温度 (5-30"Cで9段階)，光量 (0-80μE/m2/sで5段階)， 
明暗周期(15: 9， 12: 12， 9 : 15)を組合せた117条件下で80

日間静置培養した。培養80日目には260Cと280C下で培養し

た配偶体を同光量，光周期下の 5-220Cの5段階に各々移し，
さらに25日間培養した。この結果， 300C下では 10日固まで
に，暗黒下では5-150Cで発芽体の生育が維持されたが， 20-
28"Cでは80日固までに枯死した。これ以外の条件下では，配

偶体は24-28"Cで高光量ほどよく生長したが，胞子体の形成

には到らなかった。 20-22"Cでは， 20日目に40-80μE/m2/sの

各光周期下で異常な形態の胞子体が各l個体発生したが，そ

の後それらは枯死した。胞子体は5-15"Cでは， 50日目から形

成が認められ始め， 80日目には比較的低温，高光量，長日下

ほどよく形成された。高温 (26-280C)から低温 (5-220C)に

移した配偶体は，その後25日目には5-10oCで殆どが体長1
2mmの胞子体が形成された。以上の結果を応用して， 24-280C 
の40-80凶Im2/s下で3か月間培養した配偶体を， 5-10oC下に
移して約30日間培養することによって種苗が生産され， 2003

年3月に深浦地先の水深2-3m'こ沖出した結果， 6月には最大

(平均体長43c皿)となり 7月には成熟した。
(*青森県増養殖研，特東京海洋大)

P28 0桐原慎二h 藤川義一榊・能登谷正浩柿*磯焼け海域
からのキタムラサキウニ除去によるマコンブ藻場の回復

キタムラサキウニの摂餌によって「磯焼け」になったとみ

なされる青森県佐井地先水深約 10mにある1.2haから， 1994 

年9月に約87，000個のウニを除去した後，当該海域と周辺で

1994年10月から 1997年3月まで計15回入植海藻を観察した。

ウニの除去前7月にはケウルシグサ94g/m2のほか，アミジグ

サ，シワヤハズ，ハリガネ言十4g/m2であった。ウニ除去後，調

査期間中に出現した海藻は延べ36種で，現存量は平均3.1kgl

dであった。そのうちマコンブが9市 (3.0kg 1m2)を占め，次
いでアカモク1.6覧 (49g/m2)，ケウル、ングサ1.0免(31g/m2)， 

スジメ O.3% (9g/m2)の順であった。 1995年 2月には，マコ

ンブの幼胞子体が5g/m2(1， 061個体1m2)，ケウルシグサが

0.4g/m2入植した。その後，マコンブは3月に50g/m2(1， 300 

個体1m2)，7月に4.0kg 1m2 (159個体1m2)と増加し， 1996年

7月には2年目藻体となり 10.1 kg Iぱ (38個体1m2)がみられ
た。 1997年3月には，新たに幼胞子体114g/m2(15個体1m2)

が入植した。その後， 2002年7月には l年目藻体が2.4kg/rrf

(76個体1m2)生育し，マコンブ藻場は維持されていた。ウニ

を除去しなかった場では， ["磯焼け」状態が続き，海藻の総現

存量は平均237g/m2と低かった。したがって，当「磯焼けJ海

域では，ウニ摂餌圧の抑制によって，マコンブ藻場が回復で

きた。
(*青森県増養殖研，柿青森県水産振興課，**東京海洋大)

P30 0佐藤康子機・山内弘子*・桐原慎二九能登谷正浩柿:青
森県深浦沿岸の紅藻エゴノリの生育

青森県日本海沿岸でエゴノリの生育状況を観察した。 2003

年2-6月と 10月に深浦地先の水深5mで、エゴノリが着生する

ホンダワラ類6種を約10個体採取し主枝の長さと着生する

エゴノリの個体数，付着箇所，湿重量の関係を求めた。この

結果，四分胞子体は2-6月に観察された。 2月に付着器を持つ

個体は68%で、あったが， 3月には39%に減少し， 4月一6月に

は4%以下となり，ほとんどの個体は鈎状枝や体の一部に

よってホンダワラに着生していた。付着器による着生密度

(主枝長当たり個体数)は，着生するホンダワラ類の種間では

明瞭な差異はなかった。エゴノリは2-3月の低温期(110C以

下)に鈎状枝を多量に形成するが，鈎で着生する個体数は他の

ホンダワラ類に比べヨレモクで常に高密度で、あった。特に3

月には主枝1cm当たり 0.9箇所で他種の3倍以上の鈎状枝での

付着数であった。 10月には四分胞子体に加えて，体長約 1cm

の雌性配偶体がヨレモクに加えてヤツマタモク，トゲモクに

も着生が認められた。また， 2-6月にエゴノリが多量に生育

するホンダワラ類群落100m2について観察した結果，7種，約

5000個体のホンダワラ類が各調査で認められた。そのうちヨ

レモクは93%を占めており，エゴノリ四分胞子体の着生は2

月には12切であったが， 6月には30%に達した。したがって，

ヨレモクの主枝はエゴノリの鈎状枝に最も適合しているもの

と推察され，当海域でのエゴノリ増産にはヨレモク群落を拡

大することが有効と考えられた。
(*青森県増養殖研，特東京海洋大)




